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平
成
の

軌
跡



　
平
成
と
い
う
時
代
が
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　
平
成
は
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し

た
時
代
で
し
た
。

　
ま
た
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
速
さ
で
進
む
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
な
ど
、
我
が
国
に
お
け
る
大
き
な
転
換
期
と
も
言
え
る
時
代
で
し
た
。

　
急
激
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
で
は
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
危
機
、
若
者
の
減
少
に
よ
る
地
域
産
業
の
担
い
手
不
足

や
後
継
者
不
足
な
ど
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
新
た
な
課
題

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
日
本
人
は
力
を
合
わ
せ
、
知
恵
を

絞
っ
て
、
互
い
に
支
え
あ
い
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
平
成
は
科
学
技
術
の
目
覚
ま
し
い
成
長
、
イ
ン
フ
ラ
・
物
流
な
ど

の
飛
躍
的
な
発
展
に
よ
り
、我
々
の
暮
ら
し
は
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

情
報
通
信
技
術
の
革
新
は
目
覚
ま
し
く
、
今
で
は
ど
こ
に
い
て
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
、
欲
し
い
も
の
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成

が
始
ま
っ
た
頃
に
は
夢
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
30
年
ほ
ど
の
間
で

当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
平
町
に
在
住
す
る
書
道
家
の
米よ

ね
か
わ川
香こ

う
あ
ん庵
先
生
か
ら
、
市
内
の
小
中

学
校
、
子
ど
も
園
な
ど
に
書
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
に
中
国

最
古
の
書
体
で
、
力
強
く「
夢
」と
い
う
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
と
い
う
時
代
は
、
ま
さ
に「
夢
」と
い
う
言
葉
の
持
つ
明
る
さ
、
人

が
夢
を
叶
え
よ
う
と
思
う
気
持
ち
の
強
さ
、
そ
し
て
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に

発
揮
す
る
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
今
、
市
政
の
舵
取
り
を
担
う
我
々
の
使
命
は
、
次
の
世
代
に
負
の
遺
産
を

残
さ
ず
、「
夢
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
慣
行
、
既
存
の
概
念
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
に
必
要
と
さ

れ
る
政
策
に
財
源
を
充
て
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
若
者
、
高
齢
者
、
そ
し
て
、
外
国
人
、
L
G
B
T
な
ど
、
世

代
、人
種
、性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、「
自
分
の
持
つ
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
」

を
目
指
し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
集
結
し
な
が
ら
、
新
た
な
時
代
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未
来
へ
の
挑
戦将来像を “文化交流都市 笠間　～未来への挑戦～” と位置づけ、

まちづくりへの「挑戦」を続けています。

平
成
31
年
度
施
政
方
針

次
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
ず
、「
夢
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
を
。

慣
行
、
既
存
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る
政
策
に
財
源
を
。

そ
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
集
結
し
な
が
ら
、

〝
自
分
の
持
つ
能
力
を
発
揮
で
き
る
ま
ち
〟を
目
指
し
て
い
く
。

特 集
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未来への挑戦特集

笠間市の財政状況をもっと知ろう！

笠間市公式ホームページで、さらに詳しく財政状況
が確認できます。
http://www.city.kasama.lg.jp

▶トップページから予算概要で検索

特集  未来への挑戦　平成31年度施政方針

次世代に負の遺産を残さず、「夢」を実現させるための基盤を。
慣行、既存の概念にとらわれず、真に必要とされる政策に財源を。
そして、地域のさまざまな力を集結しながら、
“自分の持つ能力を発揮できるまち”を目指していく。

2

重点課題

ライフステージに応じた笠間暮らしの構築。
―仕組みの改革による課題解決―
世代に応じた支援策の充実・文化を継承する産業支援の展開
人の活躍と産業の成長を促進する場の創出と再成を図る。

4
中段

平成31年度 予算
人材の育成と確保、サービスの質的充実を図る。

6
中段

市民一人当たりに使われるお金10
中段

PICK UP

重要事務事業と、平成31年度予算
4

上下段

CON T E N T S

企業進出が続く茨城中央工業団地（笠間地区）
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重
要
事
務
事
業
と
、平
成
31
年
度
予
算
。

PICKUP

第
2
次
総
合
計
画
で
定
め
た
将
来
像
は
、
文
化
交
流
都
市
。
そ
の
将
来
像
実

現
に
向
け
た
都
市
基
盤
な
ど
7
つ
の
政
策
の
方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
策
と
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
に
選
定
し
た
重
要
事
務
事
業

は
75
事
業
。
そ
の
中
の
一
部
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

※
75
事
業
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.kasam

a.lg.jp/page/page003317.htm
l

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
構
造
的
な

課
題
が
あ
る
中
で
、
多
様
化
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル

に
対
応
す
る
に
は
、
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
と
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

平
成
31
年
度
の
事
業
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
行

財
政
改
革
を
推
進
し
つ
つ
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
よ
り
、
効

率
的
で
実
効
性
の
高
い
行
政
運
営
を
目
指
し
、
可

能
な
限
り
経
費
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
重
点

的
な
課
題
へ
新
た
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め

る
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

持
続
す
る
笠
間
暮
ら
し
の
構
築
に
向
け
、
重
点

課
題
を
、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
笠
間
暮
ら

し
の
構
築
」
と
設
定
し
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す

る
抜
本
的
な
仕
組
み
の
改
革
も
視
点
と
し
な
が
ら
、

公
民
連
携
に
よ
る
人
材
の
育
成
、確
保
お
よ
び
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
充
実
を
図
る
た
め
、次
の
3
点
を
テ
ー

マ
と
し
て
重
要
事
務
事
業
を
選
定
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
は
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

笠
間
暮
ら
し
の
構
築
。

― 

仕
組
み
の
改
革
に
よ
る
課
題
解
決 

―

【児童クラブ運営事業】
�　公設児童クラブの定員の拡
充を図るとともに、民間児童クラブに運営費の
一部を補助し、利用定員数の拡大を図ります。

【ファミリーサポートセンター事業】
�　ひとり親家庭（低所得者）に対して、利用支
援を行います。

【保育所等整備交付金事業】
�　民間保育施設の施設整備補助を行います。

【公私連携認定こども園事業】
�　市立かさま、いなだこども園を、公私連携幼
保連携型認定こども園として、学校法人大成学
園の運営により開園します。

3 子育て世帯の費用負担の軽減
［事業費 676,021千円］

4 保育環境の向上
［事業費 403,837千円］

1 妊娠・出産～子育て期における切れ目ない支援［事業費 97,061千円］

【保育士就労支援事業】
　市内の保育所等に就業した正規雇用の保育
士等に対し、就職準備金として20万円を補
助します。

【保育体制強化事業】 
　保育士の負担を軽減するため、清掃業務や
給食の配膳などをサポートする人員を配置し
ます。

【保育補助者雇上強化事業】
　民間保育所等で、保育士の負担を軽減するため、
保育補助などを行う人員を雇用した場合、その費用
の補助を行います。

【保育所等の事故防止推進事業】
　午睡中の乳幼児突然死を防止するため、民間保育
所などが事故防止備品を購入した場合に、その費用
の一部を補助します。

　将来の笠間市を担う
子どもたちが健やかに
成長できるよう子育て
世代に対し切れ目ない
支援を行います。

【母子保健事業】
　【特定不妊治療費補助事業】　
　【子育て世代包括支援センター事業】
　【食育推進事業】　
　【在宅子育て支援事業（ママリフレッシュ事業）】
　【病児保育事業】

2  保育の質の向上（保育補助者等の配置による保育士負担軽減、保育資格者の復職等支
援による保育士確保） ［事業費 12,289千円］

【医療福祉費支給事業】
　妊産婦、小児（外来：0歳～小6まで、入院：0歳
～高3まで）、ひとり親世帯、重度心身障害者の医
療費を助成します。

【医療福祉費支給事業・市単独分】
　中学生外来医療費を助成します。

【医療福祉費自己負担金助成事業・市単独分】
　医療福祉費支給の対象者（中学生・高校生は除く）
が医療機関に支払った自己負担金および入院時の食
事療養費を助成します。

【予防接種事業】
　任意予防接種の費用を助成します。
・�ロタウイルス（新規）　・�おたふくかぜ（新規）
・�風しん（新規）　・�小児インフルエンザ
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未来への挑戦特集

　

平
成
31
年
度
は
、
第
2
次
総
合
計
画
と
笠
間
市

創
生
総
合
戦
略
に
即
し
た
75
事
業
を
重
要
事
務
事

業
に
選
定
し
ま
し
た
。
特
徴
的
な
事
業
は
世
代
に

応
じ
た
支
援
策
の
充
実
と
し
て
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
事
業
や
在
宅
子
育
て
支
援
事
業
な
ど

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
期
に
お
け
る
切
れ
目
な

い
支
援
策
の
強
化
や
働
き
方
改
革
の
更
な
る
推
進

を
実
施
し
ま
す
。

　

文
化
を
継
承
す
る
産
業
支
援
の
展
開
と
し
て
、

企
業
誘
致
の
推
進
や
創
業
支
援
、
事
業
継
承
支
援

の
強
化
、
笠
間
市
台
湾
交
流
事
務
所
に
よ
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
促
進
な
ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
、
ひ
と
の
活
躍
と
産
業
の
成
長
を
促
進
す

る
場
の
創
出
と
再
生
と
し
て
、「
道
の
駅
」
の
整
備

を
は
じ
め
、
市
内
拠
点
施
設
の
活
用
強
化
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
空
家
や
空
地
を
含
め

た
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
な
ど
更
な
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ひ
と

ま
ち

も
の

世代に応じた
支援策の充実

人の活躍と産業の成長を
促進する場の創出と再成

文化を継承する
産業支援の展開

8 地元企業人材確保の支援強化
 （インターシップ促進・企業向けセミナー・学生マッチング強化等）

［事業費 12,653千円］
　インターンシップ促進に向けたマッチングサイトの運営や学内フェ
ア、体験バスツアーなどを実施します。高校生を対象とした説明会の
開催や直接採用の機会となる就職面接会を実施します。

【インターンシップ促進事業】【就職面接会】【高校生向け説明会】

5 公営住宅活用による子育て世帯向け住宅支援（県営福原アパート・市営福原住宅）
［事業費 7,616千円］

　県営福原アパートおよび市営福原住宅の入居率が低下していること
から、両公営住宅を活用して子育て世帯の負担軽減を図り、子育て世
帯の移住定住を促進します。

【公営住宅子育て世帯支援事業】
　入居した子育て世帯（0歳児から中学3年生）に、月額10,000円を助
成します。

【公営住宅入居者学習支援事業】
　県営福原アパートおよび市営福原住宅に入居している世帯の小学5
年生から中学3年生までの児童および生徒を対象に、ICT学習を取り入
れた学習教室を、団地集会場で行います。※受講料月額2,000円。

6 ソーシャルサポート強化事業［事業費 16,763千円］
　発達が気になる子どものライフステージに応じて、保健・教育・福祉の3分野が連携する支援を拠点とした「児童発達支援
センター」を2020年4月に開設し、各種施設や専門機関との連携をとりながら適切に支援が受けられるようにします。

【児童発達支援センターの整備】　【自殺対策の強化】　【ひきこもりサポートの充実】

7 糖尿病重症化予防・認知症予防
 （ライフステージに応じた支援の充実）

［事業費 10,896千円］
【糖尿病予防教室・糖尿病重症化予防教室】
　健康教室で生活習慣の見直しを促し、糖尿病の
発症と重症化を予防します。

【糖尿病性腎症重症化予防事業】
　医療機関と連携して保健指導を行うことによ
り、人工透析への移行を防止し、医療費の適正化

（削減）を図ります。

【介護予防把握事業】
　認知症気づきのチェックリストを送付して、早
期受診や生活習慣改善等につなげていきます。
　筑波大学と連携して、介護（認知症）予防運動
実践者等のデータ収集・分析等を実施します。
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平
成
31
年
度
予
算

　

歳
入
は
、
経
済
状
況
の
好
転
に
よ
る
法
人
市
民

税
の
増
や
償
却
資
産
の
増
加
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
増
が
見
込
ま
れ
、
市
税
全
体
で
は
増
収
と
な
る

見
込
み
で
す
。

　

市
税
と
と
も
に
歳
入
の
根
幹
を
な
す
地
方
交
付

税
は
、
合
併
特
例
加
算
の
段
階
的
削
減
や
、
市
税

の
伸
び
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、
前

年
同
額
で
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
な
ど
社
会
保

障
関
係
経
費
や
公
債
費
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
等
に
多
額

の
経
費
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
財
源
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
必
要
性
が
高
い
事
業
に
重
点
を
置
い
た
予

算
と
す
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
お
よ
び
企
業

会
計
予
算
を
合
わ
せ
た
平
成
31
年
度
の
予
算
総
額

は
5
3
9
億
2,
3
9
2
万
5
千
円
で
、
昨
年
度
と

比
較
す
る
と
13
億
9
9
4
万
9
千
円
、
率
に
し
て

2
・
5
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
笠

間
暮
ら
し
の
構
築
を
重
点
課
題
と
し
て
、
持
続
す

る
笠
間
暮
ら
し
の
構
築
に
向
け
、
社
会
の
変
化
に

対
応
す
る
抜
本
的
な
仕
組
み
の
改
革
も
視
点
と
し

な
が
ら
、
公
民
連
携
に
よ
る
人
材
の
育
成
、
確
保

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
充
実
を
図
る
た
め
の
予

算
と
し
ま
し
た
。

人
材
の
育
成
と
確
保
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
充
実
を

図
る
予
算
。

11 栗の産地づくりの推進（栗の生産拡大等の支援）［事業費 18,020千円］

【遊休農地等を活用した笠間の栗生産拡大事業】
　管理の行き届かない栗畑や遊休地を借り上げて生産量を
拡大します。

【かさま新栗まつりの強化】
　栗生産農家、菓子業者等が一体となり、栗に関連するさ
まざまな情報を幅広く発信してブランドの確立と地域産業
の振興を図ります。

【栗農家ヘルパー活用支援事業補助金】
　栗の生産に関わるヘルパーの雇用経費を補助します。

【栗生産規模拡大支援事業補助金】
　作付面積を10a以上拡大した農家に補助を行い、経営規
模拡大と遊休農地の抑制を図ります。

【栗苗木支援事業補助金】
　計画的な苗木（40本以上）の新植や品種更新を推進し、
品質向上による生産振興を図ります。

【わな猟免許取得促進助成】
　地域のために捕獲活動を行う方に免許
取得にかかる費用を補助します。

【イノシシ捕獲補助】　
　一頭捕獲当たり5,000円を補助します。

【イノシシ処分補助】
　捕獲したイノシシの解体・処分に5,000
円を補助します。

【地域の捕獲団体活動支援】
　地域で捕獲活動を行う団体（5名以上）
の活動費を支援します。

【農業被害防止事業】
　電気柵、防護柵および電子機器の購入
費を助成します。

【傷害保険料負担および箱わな貸出】
　地域捕獲団体の活動に対し傷害保険の
加入と箱わなの貸し出しを行います。

【地域捕獲団体の連絡協議会設置】
　イノシシ捕獲の講習会などを行い、団
体間の連携強化を図ります。

9 事業承継支援の強化［事業費 9,071千円］

10 地域の鳥獣被害防止活動の促進（電気柵・防護柵購入補助、捕獲活動補助等）［事業費 20,660千円］

【商工業の事業承継促進】
　支援体制の整備および中小企業等の経営者を対象に問題
意識啓発のためのセミナーを開催し、事業承継計画策定な
ど個別支援を実施します。

【農業担い手の育成支援】
　新規就農者および農業後継者の確保を目指し、就農に必
要な研修や施設・機械等の整備に係る費用を支援します。
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未来への挑戦特集

その他 6億6,708万7千円（2.1%）

合計307億
7,000万円

扶助費
70億9,769万8千円
（23.1%）

人件費
52億7,074万4千円
（17.1%）

物件費
49億8,298万8千円
（16.2%）

公債費
32億2,368万9千円

（10.5%）

繰出金
29億1,633万7千円

（9.5%）

普通建設事業費
34億1,266万5千円

（11.1%）

補助費等
31億9,879万2千円

（10.4%）

一
般
会
計

　

一
般
会
計
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
を
財
源
と

し
て
、
福
祉
・
教
育
・
土
木
・
衛
生
な
ど
の
基
本
的

な
施
策
を
行
う
会
計
で
す
。

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
3
0
7
億

7,
0
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳出予算
性質別内訳

12 観光戦略の推進（インバウンド観光の強化・かさまコンシェルジュ）［事業費 21,625千円］

【台湾からの外国人観光客誘客促進】
　旅行博・商談会等を活用した
観光PRやツアー造成に向けた
働きかけを行います。
　メディア媒体を利用したPR
を行います。
　繁体字によるHP・FBでの情
報発信を行います。

【オリンピック・パラリンピック
事前キャンプ地における誘致活動】

　ゴルフ協会・オリンピック委員会へ継続して働き
かけ、誘客や交流（ジュニア、アマチュア等）を促
進します。

【茨城県および県内市町村との広域連携による誘客促進】
　広域連携による誘客プロモーションを実施し、日本観光物産博覧会
や台湾国内で開催される旅行博等で観光PRを行います。

【台湾政府および自治体との連携による交流人口の拡大】
　台北つつじまつりとの連携を図ります。

　市民が主役となり、地域の恵み、養われた知恵や技などを見直し、
多様化する観光ニーズに対応できるよう市民や事業者と連携して、

「笠間らしい魅力あふれる創造性豊かな観光のまち」を目指します。

【観光戦略推進事業】
　市民一人ひとりが観光を支え
る担い手であるという意識を醸
成します。
　携帯電話の位置情報を活用し
たデータ収集を進め、正確な観
光動態の把握を行います。

【かさまコンシェルジュ事業】
　「かさま観光大使」制度などを見直し、新たに「かさまコンシェル
ジュ」を創設します。
　事業所向けの啓発活動を進め、まちの人達が自発的に観光案内が
できるまちづくりを進めます。

【外国人旅行者受入事業】
　国際的なPR活動の展開を
するとともに、笠間市台湾イ
ンバウンド推進協議会と連携
し、訪日外国人が快適に滞在
できる態勢の整備を進めてい
きます。

13  台湾交流事務所を軸としたインバウンドや
観光等の推進［事業費 17,601千円］

茨城県
近隣市町村

笠間焼
と地酒

つつじ
まつり

笠間の
栗

菊まつり

ゴルフ場
笠
間
市
台
湾

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
協
議
会

笠間市台　湾

東豪旅行社
連携

連
携

台北市大安區安和路
二段78號8樓

【所在地】
笠間台湾交流事務所

インバウンド
誘客

アウトバウンド
訪台

　市内全体の意識醸成、
　観光動態の把握・分析、
　広域観光など

◆観光戦略

　専門性の高い人材育成、　
　情報発信［キャンペーン・啓発］

「コンシェルジュ」「観光PR」
◆国内観光
　受け入れ強化［パンフレット・イベント・連携］
「インバウンド協議会」＋「台湾事務所」
◆国際観光

広域連携による
周遊観光の強化

茨城県

笠間市

海外誘客

国内誘客

台湾
◇現地事務所
情報発信・旅行ツアー造成

国内外からの誘客を図る3つの施策
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歳入 歳出
市税

95億3,166万円
（31.0%）

民生費
115億3,376万1千円

（37.4%）

その他 12億1,162万3千円（3.9%）

議会費 2億7,650万1千円（0.9%）

教育費
36億1,713万円
（11.8%）総務費

32億8,512万5千円
（10.7%）

公債費
32億2,368万9千円
（10.5%）

衛生費
20億5,410万6千円

（6.7%）

農林水産業費
19億3,214万4千円

（6.3%）

土木費
17億82万2千円
（5.5%）

消防費
13億4,142万4千円（4.4%）

商工費
5億9,367万5千円（1.9%）

地方交付税
58億円
（18.9%）

国庫支出金
41億9,562万2千円
（13.6%）

市債
33億1,800万円
（10.8%）

繰入金
15億8,094万6千円

（5.1%）

県支出金
25億8,733万5千円

（8.4%）

地方消費税交付金
13億2,666万8千円（4.3%）

諸収入7億5,483万6千円（2.5%） その他 16億7,493万3千円（5.4%） ■
歳
入

　

自
主
財
源
の
う
ち
、
市
税
は
95
億

3,
1
6
6
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

依
存
財
源
の
地
方
交
付
税
は
58
億
円
、

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
41
億

9,
5
6
2
万
2
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
の
歳
入
に
つ
い
て
も
、

適
切
な
見
通
し
の
も
と
に
計
上
し
て
い

て
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
に
財
源
の

確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一般会計 307億7,000万円

国指定の史跡化

城跡の保存整備

歴史的価値付け・評価

航空測量 文献調査

発掘調査

事業周知

【測量図化業務委託】
　航空測量により得られた成果を元に
1/500の地形図を作成します。

【現地踏査】
　現地踏査を実施し、次年度以降に実
施予定の発掘調査の計画を立てます。

【文献調査】
　笠間城跡に関わる記述を整理します。

【樹木伐採・草刈】
【事業周知推進事業】
　笠間歴史フォーラムで城郭を題材と
した講演会を実施します。

16 笠間城跡の史跡化の推進［事業費 16,578千円］

17 文化財の保存活用の推進
 （大日堂の取得） ［事業費 17,500千円］
　日本画家である木村武山は、明治9年に箱田に生まれ、
横山大観らとともに画業に励みました。大日堂は、昭和
10年に実家（箱田）に建立されたもので、後世に伝えて
いくべき貴重な文化遺産です。その貴重な文化遺産を市
が取得し、文化財として後世に伝えていきます。

【大日堂に係る財産取得費および
 諸手続き費用［17,500千円］】

14 児童発達支援の強化［事業費 62,958千円］
　就学前教育アドバイザーや特別支援教育支援員および指導専門員を配置し、支援の必要な児童への支援を行います。

15 きめ細かな学校教育サポートの推進［事業費 12,966千円］
　専門スタッフ、外部人材を活用するなど教員の負担を軽減し、学校教育環境の改善・充実を図ります。

【スクールソーシャルワーカー】
　いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など、児童生徒が
置かれているさまざまな環境に着目して働きかけることが
できる人材を配置します。

【部活動指導員】
　生徒の競技力、技術力の向上を図るとともに、教員の部
活動指導に係る時間を軽減し、効果的な教育活動を行える
よう配慮していきます。

【ことばと心の教室運営事業】
　発達に課題のある幼児を支援します。

【就学前教育アドバイザー配置事業】
　特別な教育的支援が必要な幼児を早期発見し、
就学前教育の充実を図ります。

【特別支援教育支援員配置事業】
　特別な教育的支援が必要な児童に対し介助、学習支援を行います。

【特別支援教育指導専門員配置事業】
　市内特別支援学級を巡回し、特別支援担当教諭等を訪問指導する
など支援します。
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未来への挑戦特集

■
歳
出

　

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
経
費
の
節
減
に
努
め
、
各

種
施
策
に
効
果
的
な
予
算
配
分
を
行
い
ま
し
た
。

　

民
生
費
に
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
や
、
保

育
所
お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
入
園
負
担
金
、
生
活
保

護
、
保
育
所
等
整
備
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
の
経
費

と
し
て
1
1
5
億
3,
3
7
6
万
1
千
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

教
育
費
に
は
、
み
な
み
学
園
義
務
教
育
学
校
整
備
、

茨
城
国
体
の
実
施
、
算
数
・
数
学
学
力
向
上
支
援
な

ど
の
経
費
と
し
て
36
億 

1,
7
1
3
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　

総
務
費
に
は
、
本
庁
舎
大
規
模
改
修
、
情
報
系
シ

ス
テ
ム
機
器
更
新
、
新
規
立
地
企
業
へ
の
補
助
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
の
運
行
経
費
な
ど
32
億

8,
5
1
2
万
5
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳入 歳出
市税

95億3,166万円
（31.0%）

民生費
115億3,376万1千円

（37.4%）

その他 12億1,162万3千円（3.9%）

議会費 2億7,650万1千円（0.9%）

教育費
36億1,713万円
（11.8%）総務費

32億8,512万5千円
（10.7%）

公債費
32億2,368万9千円
（10.5%）

衛生費
20億5,410万6千円

（6.7%）

農林水産業費
19億3,214万4千円

（6.3%）

土木費
17億82万2千円
（5.5%）

消防費
13億4,142万4千円（4.4%）

商工費
5億9,367万5千円（1.9%）

地方交付税
58億円
（18.9%）

国庫支出金
41億9,562万2千円
（13.6%）

市債
33億1,800万円
（10.8%）

繰入金
15億8,094万6千円

（5.1%）

県支出金
25億8,733万5千円

（8.4%）

地方消費税交付金
13億2,666万8千円（4.3%）

諸収入7億5,483万6千円（2.5%） その他 16億7,493万3千円（5.4%）

18 いきいき茨城ゆめ国体の開催［事業費 188,121千円］
　正式競技3競技「軟式野球（成年男子）」・「クレー射撃（全種目）」・「ゴルフ（女子・少年男子）」、デモンストレーションスポー
ツ1競技「合気道」が開催されます。

19 東京オリンピック・パラリンピック
 ホストタウン構想推進
 （機運醸成・相互交流の推進） ［事業費 8,765千円］

　参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互地域の活性化
を推進するため、ホストタウン相手国・地域選手団の事前キャ
ンプに向けた誘致活動を行います。

【ホストタウン相手国・地域】
・タイ王国（ゴルフ）…2016年6月登録
・エチオピア連邦民主共和国（陸上競技）…2017年7月登録
・台湾（ゴルフ）…2018年2月登録

　1964年の東京オリンピック競技大会開催を記念して始まった県下中
学校交歓笠間市駅伝大会に、姉妹都市・友好都市の中学校およびホスト
タウン相手国・地域の関係者を招待し、「東京オリンピック・パラリンピッ
ク記念大会」として開催することにより、2020東京オリンピックパラリ
ンピック競技大会の機運醸成を図ります。

20 東京オリンピック・パラリンピック
 記念中学校駅伝大会の開催［事業費 1,793千円］

21 音楽のまちづくりの推進（かさま音楽フェスタ～奏～）
［事業費 3,015千円］

　「かさま音楽フェスタ～奏～」を開催し、誰もが優れた芸術に触れる機会
を提供します。
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その他

公債費

15,885円 3,625円

26,931円 42,264円 47,423円 151,215円 403,414円合
計

7,783円 17,587円 25,332円

教育費 民生費 市民一人
当たりに

使われるお金

議会費 商工費 農林水産費消防費

衛生費
各小中学校や公民館・
図書館の運営など

高齢者・障害者福祉対策や
医療福祉など

※平成31年1月31日
　現在人口
　（住民基本台帳）
　76,274人で算出

市債の元金・利子の返済

諸支出金など 議会の運営など
商工業支援や

観光施設管理など
農林業振興支援や
農地の基盤整備など

消防団や防災施
設の整備など

予防接種や各種健診、
ごみ処理事業など

43,070円

総務費
税金の賦課、戸籍や住民

登録の経費、広報紙の発行など

22,299円

土木費
市道の整備・補修や
公園管理など

　地域経済の活性化と観光や地域産業の好循環を目的とした「道の
駅」の整備を進めます。また、高速バスを使った首都圏からの観光
客の取り込みや観光情報発信・レンタサイクルの活用を図るなど、
笠間のゲートウェイとしての役割を担います。

【計画・設計業務委託】
　土木・建築工事費の具体的な積算を行います。
　施設運営に伴う運営管理業務委託を行います。

【公有財産購入等】
　用地買収および補償費等の契約事務手続きを行います。

【道の駅整備工事】
　駐車場等の造成（土砂搬入）工事を行います。

23 畜産試験場跡地の利活用促進（利活用促進・多目的広場の整備）［事業費 209,891千円］

　茨城県と協力連携を図り
ながら、全面的な利活用を
促進するとともに、跡地の
一部に2020年度の供用を
目指した市民の憩いの場と
なる多目的広場の整備を進
めていきます。

22「道の駅」整備の推進［事業費 857,583千円］

多目的広場　基本計画・イメージ図
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未来への挑戦特集

■
特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
特
定

の
事
業
を
行
う
場
合
、
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

特
定
収
入
で
運
営
し
て
い
く
独
立
し
た
会
計
の
こ
と
で
す
。

■
企
業
会
計

　

企
業
会
計
は
、
事
業
か
ら
得
る
収
益
を
主
な
財
源
と
し

て
運
営
し
て
い
く
会
計
の
こ
と
で
す
。
本
市
で
は
、
病
院

事
業
、
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
お
よ
び
公
共
下
水

道
事
業
の
4
会
計
と
な
り
ま
す
。

区　　　分 予 算 額
国 民 健 康 保 険 7,601,000 
後 期 高 齢 者 医 療 844,000 
介 護 保 険 6,532,000 
介 護 サ ー ビ ス 22,000 
農 業 集 落 排 水 事 業 812,000 

特別会計合計 15,811,000 

一　般　会　計 307億7,000万円
特　別　会　計 158億1,100万円
企　業　会　計 73億4,292万5千円
予　算　総　額 539億2,392万5千円

区　　　分 予 算 額
病 院 事 業 1,197,374 

収益的支出 1,127,511 
資本的支出 69,863 

水 道 事 業 2,197,000 
収益的支出 1,712,300 
資本的支出 484,700 

工業用水道事業 70,615 
収益的支出 28,873 
資本的支出 41,742 

公共下水道事業 3,877,936 
収益的支出 1,844,109 
資本的支出 2,033,827 

企業会計合計 7,342,925 

■企業会計内訳■特別会計内訳 （単位：千円）（単位：千円）

【消防団組織支援
強化事業】

　消防団員数が減少
傾向にあるため、消
防団員を地域ぐるみ
でサポートする組織
を立ち上げます。

24  友部駅周辺の道路景観構想の検討および策定（無電柱化の促進・道路景観の向上）
［事業費 8,500千円］　災害防止、安全・円滑な交通の確保、良好な景観の形成を図るため、茨城県で県道平友部

停車場線の一部区間の無電柱化事業を進めています。それに合わせて友部駅周辺の道路景観
（歩道）の整備に向けた設計業務を行います。

情報収集・伝達
避難所開設
避難誘導

防災施設整備、気象観測什器整備、河川・砂防整備
〈被害抑制対策〉

地域防災計画、災害対応マニュアル、ハザードマップ、災害
時支援協定、食料・資機材備蓄、自主防災組織、防災士、避
難訓練、意識啓発

〈減災対策〉
災害の備え

警報・避難
激甚災害制度
被災施設の復旧
復興まちづくり

復旧・復興

救助・救急、医療、災害情報
収集・連絡、ライフライン復
旧、災害廃棄物

応急活動
災害救助法、罹災証明、再建
支援金等、被災者台帳、避難
生活支援等

被災者支援

災害発生

25 災害対策の強化［事業費 27,058千円］
　地域防災計画の見直し、被災者生活再建支援システムの運用、防
災行政無線デジタル化などの事業を実施し、災害に強いまちづくり
を推進します。

【 笠間市地域防災計画の改定】
　既存計画を見直し、総合的な災害対策を推進します。

【 被災者生活再建支援システム運営負担金】
　被災者へ迅速かつ公正な生活再建を支援するため、県内43市町
村と共同整備したシステムを運用します。

【防災行政無線デジタル化整備事業】
　現在運用しているアナログ方式の防災行政無線は、無線設備規則
の改正で2022年11月末で使用できなくなることから、本市に最
も適した防災行政無線を整備します。

26 消防団の支援［事業費 72,967千円］

　停電時にも市民が安全に避難ができるよ
う拠点避難所の停電対策を図ります。
　大規模災害時の通信手段の機能強化を図
り、災害対策本部の通信環境を強化します。

【防災設備機能強化事業】
　停電時でも、安全に避難ができるよう太
陽光発電街路灯を拠点避難所2か所に整備
します。

【衛星携帯電話外部アンテナ設置】
　大規模災害時に衛星携帯電話で連絡が簡
易にできるようアンテナを設置します。

27 防災機能強化に向けた
 防災設備の整備

［事業費 11,618千円］
　地域防災の中核として活躍する消防団を支援し、団員の加入促進を図
り防災力の向上に努めます。

【非常備消防施設管理事業】
　消防団詰所（市野谷地区）を更新
します。

【非常備消防車両等更新事業】
　消防ポンプ車2台（福原地区・
寺崎地区）を更新します。
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30 行政改革の推進（働き方改革にもつながる業務改善・ビルド&スクラップ・ICT化の推進）
［事業費 16,507千円］

　限られた行政資源で持続可能な行政サービスを提供できる組
織へ変革するため、民間活力の積極的な活用や、事業のスクラッ
プ等、効率的な行政運営を目指した取り組みを進めます。また、
ICT化による業務の効率化を強力に進めていきます。

【行財政改革大綱の進行管理】
　行政評価に基づいた事業スクラップ（事業の廃止、縮小等）の
推進、業務の民間委託、指定管理者制度の導入を推進します。
　財務会計、行政評価、文書管理等の内部管理業務について、
効率的な運用に向けたシステムの再構築と一体的な運用を図り
ます。

【タブレット端末による効率的な会議の推進】
　業務の効率化およびペーパーレス化に取り組んでいます。議
会のほか、庁内の各種会議や教育委員会定例会などでも、タブ
レット会議を実施します。

ビルド＆スクラップ

RPAの推進
システム化

タブレット会議民間委託
指定管理者

事業の
方向性の判断

行政評価

働き方改革

笠間市行財政改革大綱

民間力の活用 ICT化

業務の効率化

効率的で効果的な行政運営

33 国際化の推進（外国人相談窓口の整備）
　外国人が笠間市で安心して暮らせるようさまざまな手続きのサポート・生活の相談を受ける窓口を設置します。

29 生涯活躍のまち構想の推進（笠間版CCRC）［事業費 13,000千円］
　高齢層だけではなく若年層にも、将来に向けて期待と安心を与える「笠間暮らし」を提供するコミュニティ（笠間版CCRC）
の形成に向けた取り組みを推進します。

【先導するCCRCの形成推進】【移住・二地域居住者の確保】【各種施策との連携】

○ユニバーサルデザインの意識醸成
　市民や外国人等の観光案内業務に携わる方等に対する講習
会を開催し、意識啓発を図ります。

○多様な働き方促進事業
　女性がライフステージに左右されず、自分らしくいきいき
と働き続けられる環境づくりを進めていきます。

28 多様な生き方の支援［事業費 1,835千円］

未来への挑戦特集

　本所庁舎（議会行政棟）の改修にはユニバーサルデザイン※を取り入れ、高齢者・
障がい者などを含むすべての人が、安全・安心に利用できる庁舎として整備を進
めていきます。
※ユニバーサルデザイン
　�「万人（Universal）のための設計（Design）思想、「すべての人のためのデザ

イン」を意味する。昨今では、「すべての人が生活しやすい社会のデザイン」と
いう広い概念をもつ。

32 市役所本庁舎大規模改修の実施［事業費 311,636千円］

 誰もが利用
しやすいトイレ

歩行が困難な方の
駐車スペース

31 自主財源の確保
 （ふるさとづくり寄付金制度の強化、市税等収納対策の強化）

［事業費 66,472千円］
【ふるさとづくり寄付金業務代行委託等】
　新たな返礼品の開拓を行い、返礼品の魅力を発信します。

【収納対策事務】
　徹底した財産調査を行い滞納処分
を強化し、関係機関と連携を図り徴収
率向上に取り組みます。

【事業促進イベント等】
　本市の魅力発信や元気かさま応援
基金による各支援事業の取り組み事
例をイベント等で紹介しPRします。
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第2
回

コンパクトシティ・
プラス・ネットワーク
ってなんだろう？

笠間のいな吉Ｒ

笠間特別観光大使
　現在、市が抱えるまちづくりの課題解決や、魅力あるまちづくりを推進するための
取り組みとして、「立地適正化計画」と「景観計画」の策定を進めています。
　今回は、「立地適正化計画」の基となっている、コンパクトシティ・プラス・ネットワークの考え方についてご説明します。

　住宅や商業施設、医療・福祉施設などの生活サービス施設がまとまって立地し、住民が公共交通や徒歩などにより、
これらの施設に容易にアクセスできるまちづくりの考え方です。

コンパクトシティ・プラス・ネットワークとは…

空家分布図（H27）

用途地域
空家

■都市の生活を支える機能の低下
○ 商業･医療･福祉などの生活サービス施
設の維持が困難

○ 公共交通ネットワークの縮小･サービ
ス水準の低下

■地域経済の衰退
○地域の産業の停滞、企業の撤退
○中心市街地の衰退、空家や空店舗の増加

■厳しい財政状況
○社会保障費の増加
○インフラの老朽化への対応

○人口減少・高齢者の増加
○拡散した市街地
○空家の増加など
・ 市街地の用途地域内に

空家が集中している。
・ 人口が5～10万人都市の

空家率の平均値は7.3％、
本市は「12.4％」と高い。

市が抱える課題
都市を取り巻く状況 課題の深刻化

こ
の
ま
ま
だ
と

課題を解決するには

都市の構造を見直し、「コンパクトな都市と地域間の連携による
まちづくり」を進めるため「立地適正化計画」を策定します。

次回は、「立地適正化計画」の概要について、お知らせします。 【問い合わせ】都市計画課（内線586）

【まちづくりのイメージと期待される効果】
拠点
鉄道

拠点

拠点

生活サービス施設と居住の場を近接させ、
人口を集積したコンパクトなまち

公共交通を中心とした地域間の連携や持続
可能な公共交通ネットワークの形成

プラス
＋

公共交通沿線等への居住の誘導

拠点エリアへの生活サービス施設
の集約や誘導

地域間を結ぶ公共交通サービスの充実

 サービス産業の生産性向上   住民の生活利便性向上 
 農地・緑地の保全・活用   生活サービスの維持 
 地域経済の活性化 

 行政サービスの効率化 
 高齢者の生きがい・社会進出 
 公共施設の維持管理の合理化 

 健康増進による社会保障費の抑制 

コンパクトシティ ネットワーク
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平
成
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年
4
月
30
日
を
も
っ
て
、
平
成
と
い
う
時
代
が
幕
を
下
ろ
し
、

新
し
い
元
号
に
な
り
ま
す
。
平
成
は
本
市
の
イ
ン
フ
ラ
が
充
実
し
た
時
代

で
あ
り
、
笠
間
焼
が
国
の
伝
統
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
る
な
ど
文
化
的
に

も
発
展
し
た
時
代
で
し
た
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本
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
、
平
成
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
流
れ
て
い
っ
た

か
、
社
会
的
な
出
来
事
や
当
時
の
ブ
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と
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わ
せ
て
振
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返
り
ま
す
。
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事
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歌

元
年
野
口
池
が
自
然
環
境
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に
指
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友
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団
地
の
造
成
工
事
が
完
了

皇
太
子
徳
仁
親
王
と
小
和
田
雅
子
さ
ん
の
結
婚
の
儀

コ
ギ
ャ
ル

負
け
な
い
で
／
Z
A
R
D

6
年
あ
た
ご
天
狗
の
森
「
ス
カ
イ
ロ
ッ
ジ
」
が
開
設
6

友
部
町
立
図
書
館
ふ
れ
あ
い
館
が
開
館

セ
ガ
サ
タ
ー
ン
、
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
次
世
代
ゲ
ー
ム

機
戦
争
が
過
熱
化

就
職
氷
河
期

7
年
稲
田
石
材
団
地
が
竣
工

岩
間
町
役
場
新
庁
舎
が
竣
工

W
i
n
d
o
w
s
95
が
発
売

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ロ
ビ
ン
ソ
ン
／
ス
ピ
ッ
ツ

8
年

ポ
ケ
ベ
ル
の
加
入
数
が
、
1
0
0
0
万
人
を
突
破

ア
ム
ラ
ー

9
年
H
O
P
E
計
画
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
97
笠
間
大
会
開
催

消
費
税
5
％
に
引
き
上
げ

マ
イ
ブ
ー
ム

C
A

N
 Y

O
U

 C
E

L
E

B
R

A
T

E
?

／

安
室
奈
美
恵

10
年
陶
芸
体
験
施
設
「
笠
間
工
芸
の
丘
」
が
開
館
7

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕

日
本
列
島
総
不
況

11
年

N
T
T
ド
コ
モ
の
i
モ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト

西
暦
2
0
0
0
年
問
題

L
O
V
E
マ
シ
ー
ン
／
モ
ー
ニ
ン
グ
娘

12
年

 

茨
城
県
陶
芸
美
術
館
が
開
館
し
、
12
月
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛
下

が
来
館
さ
れ
る
。8

北
関
東
自
動
車
道
が
開
通
す
る（
友
部
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
水
戸
南
Ｉ
Ｃ
）9

2
0
0
0
円
札
が
発
行

I
T
革
命

桜
坂
／
福
山
雅
治

―
平
成
の
軌
跡
―

笠
間
市
の
発
展
を
振
り
返
る
。



9 8 7 6

18 17 16 15

13
年
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
入
村
式
を
開
催

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
が
開
園

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
D
V
）

14
年
皇
太
子
ご
夫
妻
が
訪
れ
、
窯
業
指
導
所
を
視
察
さ
れ
る
10

W
杯
日
韓
大
会　

日
本
代
表
ベ
ス
ト
16

タ
マ
ち
ゃ
ん

traveling

／
宇
多
田
ヒ
カ
ル

15
年
笠
間
広
域
斎
場
「
や
す
ら
ぎ
の
森
」
が
開
業

笠
間
市
が
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
「
座
頭
市
」
が
、
ベ
ネ
チ
ア

国
際
映
画
祭
で
銀
獅
子
賞
を
受
賞

な
ん
で
だ
ろ
〜

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
／
S
M
A
P

16
年
笠
間
市
立
図
書
館
が
開
館

新
紙
幣
発
行

チ
ョ
ー
気
持
ち
い
い

17
年
公
共
処
分
場
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
が
開
業

J
A
茨
城
中
央
が
全
国
初
の
栗
選
果
機
を
導
入
11

愛
知
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
幕

ク
ー
ル
ビ
ズ

青
春
ア
ミ
ー
ゴ
／
修
二
と
彰

18
年
新
笠
間
市
の
誕
生
（
3
月
19
日
）

笠
間
芸
術
の
森
公
園
「
あ
そ
び
の
杜
」
開
園

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

荒
川
静
香
が
金
メ
ダ
ル

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

19
年
友
部
駅
の
橋
上
駅
舎
・
南
北
自
由
通
路
の
完
成

北
関
東
自
動
車
道
笠
間
西
Ｉ
Ｃ
〜
友
部
Ｉ
Ｃ
の
開
通

43
年
ぶ
り
と
な
る
全
国
学
力
調
査
を
実
施

そ
ん
な
の
関
係
ね
ぇ

20
年
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
ス
タ
ー
ト

 

川
崎
真
裕
美
選
手（
北
京
五
輪
競
歩
）に
笠
間
市
民
栄
誉
賞
を
授
与

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

ア
ラ
フ
ォ
ー

21
年
岩
間
中
学
校
新
校
舎
が
竣
工

各
地
で
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
空
か
ら
降
る
と
い
う
珍
騒
動

が
起
こ
る

草
食
系
男
子

22
年
笠
間
市
立
病
院
日
曜
・
平
日
夜
間
の
初
期
救
急
診
療
開
始

食
べ
る
ラ
ー
油
が
ヒ
ッ
ト

ゲ
ゲ
ゲ
の
〜

ヘ
ビ
ー
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
／
A
K
B
48

23
年
東
日
本
大
震
災
（
震
度
6
強
）

W
杯
女
子
日
本
代
表
が
優
勝

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

24
年

健
康
都
市
か
さ
ま
宣
言

笠
間
キ
ッ
ズ
館
が
オ
ー
プ
ン
12

岩
間
駅
の
橋
上
駅
舎
・
東
西
自
由
通
路
あ
い
ろ
ー
ど
が
完
成

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
が
開
業

格
安
航
空
会
社

愛
で
し
た
。
／
関
ジ
ャ
ニ
∞

25
年
民
間
交
番
あ
さ
ひ
が
開
所
13

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

お
・
も
・
て
・
な
・
し

恋
す
る
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
ク
ッ
キ
ー
／

A
K
B
48

26
年
笠
間
支
所
が
旧
法
務
局
跡
地
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
14

石
の
百
年
館
が
オ
ー
プ
ン
15

消
費
税
率
が
5
％
か
ら
8
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

あ
り
の
ま
ま
で

27
年

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
開
所

 

タ
イ
・
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ア
ン
財
団
と
の
陶
芸
に
お
け
る
協
力
関
係

強
化
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
16

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
は
じ
ま
る

ド
ロ
ー
ン

28
年

岩
間
駅
東
大
通
り
線
が
全
線
開
通
17

県
立
笠
間
陶
芸
大
学
校
が
開
校

か
さ
ま
こ
ど
も
園
が
開
園

 

畑
岡
奈
紗
選
手
が
日
本
オ
ー
プ
ン
を
ア
マ
チ
ュ
ア
で
優
勝

（
最
年
少
優
勝
記
録
も
更
新
）

神
っ
て
る

サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
／
欅

坂
46

29
年
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
（
ト
モ
ア
・
あ
た
ご
）

い
な
だ
こ
ど
も
園
が
開
園

 

畑
岡
奈
紗
選
手
が
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
2
連
覇

最
年
少
棋
士　

藤
井
聡
太
七
段
（
14
）
が
快
進
撃

イ
ン
ス
タ
映
え

願
い
ご
と
の
持
ち
腐
れ
／
A
K
B
48

30
年

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か
さ
ま
が
オ
ー
プ
ン

か
さ
ま
歴
史
交
流
館 

井
筒
屋
が
オ
ー
プ
ン

ド
イ
ツ 

ラ
ー
ル
市
と
友
好
都
市
協
定
を
締
結

台
湾
交
流
事
務
所
を
開
設
18

畑
岡
奈
紗
選
手
が
米
女
子
ツ
ア
ー
2
勝

星
野
陸
也
選
手
が
男
子
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
初
優
勝

 

砲
丸
投
げ
中
村
太
地
選
手
が
日
本
新
記
録
（
18
・
85
m
）

を
更
新

そ
だ
ね
ー

半
端
な
い
っ
て

U
S
A
／
D
A 

P
U
M
P



　

初
め
て
の
笠
間
市
主
催
に
よ
る
6

日
間
の
養
成
講
習
会
を
終
了
し
、
新

た
に
8
名
の
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
3
級
指
導
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。

現
在
市
内
で
は
66
か
所
の
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
教
室
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

約
1
2
0
名
の
2
級
・
3
級
の
指
導

士
さ
ん
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
は
、「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ひ
と
り
で
も
」

で
き
、
介
護
予
防
に
役
立
つ
体
操
で

す
。

初
の
笠
間
市
主
催
養
成
講
習
会
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
3
級
指
導
士
誕
生
！

3級指導士の皆さん

2
21

講演する鎌田實さん

　

市
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
、
だ
れ
も
が
健
康
で
活
躍
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
）

　

今
回
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
先
駆
け
と
言
わ
れ
て
い
る
鎌か

ま
た田 

實み
の
るさ

ん
（
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
）
に
よ
る
、「
市
民
が
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
田
先
生
は
、「
人
生
を
最
後
ま
で
自
分
の
力
で
生
き
抜
く
た
め

に
は
、
外
に
出
て
話
す
こ
と
」
と
語
り
、
地
域
と
関
わ
り
を
持
つ
大

切
さ
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
て

3
8

　

県
指
定
天
然
記
念
物
「
稲
田
禅
房

の
お
葉
付
イ
チ
ョ
ウ
」
の
所
有
者　

宗
教
法
人
西
念
寺
に
文
化
財
保
護
活

動
に
お
け
る
茨
城
県
教
育
委
員
会
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

所
有
者
と
し
て
、
天
然
記
念
物
に

対
す
る
高
い
見
識
を
基
に
、
多
年
に

わ
た
り
同
記
念
物
の
保
護
お
よ
び
活

用
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

西念寺住職　稲
い な だ

田 真
しんじょう

乗さんご夫妻

西
念
寺
に

茨
城
県
教
育
委
員
会
感
謝
状

1
22

小薬正男さん

　

笠
間
中
学
校
の
親
子
研
修
と
し
て
、
小こ

ぐ
す
り薬

正ま
さ
お男

さ
ん
（
株
式
会
社
丸
正
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
薬
さ
ん
は
笠
間
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
15
歳

の
時
に
東
京
浅
草
の
ベ
ル
ト
工
場
に
丁で

っ
ち
ぼ
う
こ
う

稚
奉
公

し
、
現
在
は
、
革
製
品
を
扱
う
会
社
を
経
営
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

参
加
者
に
対
し
、「
常
に
冒
険
心
、
好
奇
心
を

旺
盛
に
も
っ

て
、
外
向
き
行

動
し
、
今
あ
る

幸
せ
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。」

と
熱
く
語
り
か

け
ま
し
た
。 壁

に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、

真
摯
に
向
き
合
え

2
20

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
販
売
や
施
工
を

行
っ
て
い
る
株
式
会
社
エ
イ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
か
ら
、
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

㈱
エ
イ
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
で
集
め
ら
れ
た
寄
付
を
、
被

災
地
に
送
る
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
は
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
飼
育
の
推
進

の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

動
物
愛
護
の

活
動
の
た
め
に

3
12

㈱エイジー・ジャパンの藤崎さん
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灘波 猛さん

　

安
心
安
全
に
こ
だ
わ
っ
た
魅
力
あ

る
農
業
に
取
り
組
む
、
笠
間
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
の

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
農

業
関
係
者
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱ 

ア
グ

リ
バ
イ
オ
事
業
部 

農
業
支
援
室
の

灘な
ん
ば波 

猛た
け
し

さ
ん
が
講
演
を
行
い
、「
モ

ノ
を
作
る
と
い
う
意
味
で
は
、
農
業

も
車
も
同
じ
。
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
す
る
こ
と
で
管
理
を
容
易
に
し
、

作
業
者
の
負
担
軽
減
や
無
駄
を
な
く

す
こ
と
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
。」と
、

効
率
的
な
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
話
し
ま
し
た
。

自
動
車
生
産
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を

農
業
の
現
場
に

生
か
す

2
21

笠間市長賞「Join forces～可能性の力～」
（筑波研究学園専門学校）

　

日
本
の
建
築
文
化
の
向
上
を
目
的
に
開

催
さ
れ
て
い
る
「
茨
城
学
生
建
築
展
」
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
5
回
を
迎
え
た
建
築
展
に
は
、大
学
、

専
門
学
校
、
高
校
か
ら
総
数
36
点
の
応
募

が
あ
り
、
市
長
賞
を
始
め
10
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。 建

築
士
へ
の
登
竜
門

2
24

走りの指導を受ける成瀬くん
（友部二中）

表敬訪問された皆さん

　

3
月
6
日
（
水
）
〜
10
日
（
日
）
に
エ

チ
オ
ピ
ア
陸
上
競
技
連
盟
の
デ
ラ
ル
ツ
・

ツ
ル
会
長
が
来
日
し
、
櫻
田
オ
リ
パ
ラ
大

臣
、
鈴
木
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
、
大
井
川
知

事
と
面
会
さ
れ
、
8
日
（
金
）
に
笠
間
市

役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

9
日
（
土
）
に
は
、
市
内
中
学
生
を
対

象
と
し
た
陸
上
競
技
教
室
の
特
別
講
師
を

務
め
る
な
ど
、
日
本
と
茨
城
県
、
そ
し
て

笠
間
市
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
内
中
学
生
を
中
心
と
し
た

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
の
強
化
を
目
的
に
、
エ
チ

オ
ピ
ア
と
の
交
流
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

エ
チ
オ
ピ
ア
陸
連

ツ
ル
会
長
　
来
日

3
6 10~

　

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
、
安
全
に
登
校

で
き
る
よ
う
に
と
祈
り
を
込
め
て
、
J
A

常
陸
か
ら
市
内
の
新
小
学
1
年
生
6
0
2

名
に
黄
色
の
交
通
安
全
帽
子
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
交
通
ル
ー
ル
に
不

慣
れ
な
新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
防
止
を

目
的
に
、
昭
和
51
年
か
ら
毎
年
実
施
さ
れ

て
い
て
、
角
田
常
務
理
事
は
「
黄
色
は
と

て
も
目
立
つ
の
で
、
子
ど
も
の
存
在
を
ド

ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
が
笠
間
地

区
交
通
安
全
協
会
よ
り
、
黄
色
い
傘
が
笠

間
市
交
通
安
全
母
の
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に

3
11

左から、今泉教育長、角田さん
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　2019年のゴールデンウィークは、10連休となります。大型連休ですので、市民の皆さんに混乱が生じないよう、
公共施設の業務スケジュールをお知らせします。

ゴールデンウィークの公共施設等の対応状況

　2019年ゴールデンウィーク中、公共施設の業務は以下のスケジュールで実施します。詳細については各施設へお問
い合わせください。

ゴールデンウィークの公共施設情報

【問い合わせ】秘書課（内線225）

※○印は通常どおり業務を行います。斜線は休みです。

番 

号 施設名・業務内容 4月 5月
27日㈯ 28日㈰ 29日㈪ 30日㈫ 1日㈬ 2日㈭ 3日㈮ 4日㈯ 5日㈰ 6日㈪

1 市役所
本所

休日納税相談・最終日曜日
（午前8時30分～正午） ○

日曜開庁業務（住民票等交付業務）
（午前8時30分～正午）
※ 新天皇のご即位に伴い婚姻届を
受け付けします。

○ ※ ○

2 市立病院
外来診療業務（内科）
※ 日曜日は通常どおり初期救急診
療を実施します。

※ ○ ○ ※

3 市立図書館・市立公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 地域福祉センターともべA館
※会議室等貸し出し ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5

あたご天狗の森スカイロッジ・北山公園・
つつじ公園
笠間工芸の丘・石の百年館・かさま歴史交
流館井筒屋
地域交流センターともべ・地域交流センターいわま
福ちゃんの森公園・児童館

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 総合公園・市民体育館・武道館・
その他グラウンドなどスポーツ施設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 笠間の家・筑波海軍航空隊記念館・いこい
の家はなさか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 笠間クラインガルテン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
9 移動販売車（市野谷・鴻巣・小原） ○ ○
10 移動販売車（笠間地区・岩間地区の一部） ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 笠間広域斎場やすらぎの森 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 消費生活センター ○

新天皇のご即位に伴う婚姻届等の受け付け。

【婚姻届についての問い合わせ】市民課（内線146）

　5月1日（水曜日・祝日）は、新天皇のご即位に伴い、元号改正が行われます。そのため、婚姻の届出が増えることが
予想されますので、婚姻届の受け付けのみを、下記のとおりの特別体制にて行います。

受 け 付 け 時 間 午前8時30分～正午

本所市民課窓口で、市民課職員が、可能な限り審査したうえで受け付けを行い
ます。なお午後は通常どおり日直が受け付けます。
※ 婚姻届書に重大な不備や添付書類の不足があると、婚姻日が5月1日にならな

い場合があります。そのため、必ず、連休に入る前の開庁時間内に来庁し、
相談、事前審査を受けたうえで、上記の日時に届出することをお勧めします。

必 要 書 類 婚姻届、印鑑、戸籍全部事項証明書（当市に本籍がない場合）、運転免許証等身分を証明できるもの。

5月1日は国旗を掲揚して、新天皇のご即位を祝いましょう。
　5月1日（水曜日・祝日）は、市庁舎など公共施設で国旗を掲揚します。市民の皆さんもできる範囲で国旗を掲揚して、
新天皇のご即位をお祝いしましょう。
　また、本所玄関ホールに特設記帳所を設けて、記載または名刺をお受けします。
　なお、御即位に祝意を示し、当日の筑波海軍航空隊記念館の入館料が無用に、いこいの家はなさかの入館料が割引（大
人510円が300円）されます。
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【笠間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みとなります。
・ 4月30日（火）～5月2日（木）のごみ収集は休みとなります。5月4日（土）は祝日のため、エコフロンティアかさまへの持込はで

きません。
・ 可燃ごみは、4月30日（火）、5月1日（水）分は3日（金）に、2日（木）分は7日（火）に、4日（土）分は8日（水）に振替収集します。
  不燃ごみ・資源物は、翌週に振替収集します。
・し尿汲み取りは、4月30日（火）、5月2日（木）のみ行います。

4月 5月
27日㈯ 28日㈰ 29日㈪

昭和の日
30日㈫
国民の休日

1日㈬
即位の礼

2日㈭
国民の休日

3日㈮
憲法記念日

4日㈯
みどりの日

5日㈰
こどもの日

6日㈪
振替休日

7日㈫ 8日㈬

可燃ごみ
収集 ○ ○ 休み

3日に振替
休み

3日に振替
休み

7日に振替
○

30日､1日分
休み

8日に振替
休み

7日に振替
○

2日､6日分
○

4日分

不燃ごみ
収集 ○ 休み

8日に振替
休み

9日に振替
休み

10日に振替
休み

11日に振替
休み

13日に振替 ○ ○
1日分

資源物
収集 ○ 休み

8日に振替
休み

9日に振替
休み

10日に振替
休み

11日に振替
休み

11日に振替 ○ ○
1日分

家庭ごみ
持込 ○ 休み

し尿
汲み取り 休み ○ 休み ○ 休み ○ ○

【友部・岩間地区】※○は通常どおり実施、斜線は通常と同じく休みとなります。
・  4月30日（火）～5月2日（木）のごみ収集は休みとなります。環境センターへの家庭ごみの持込みもできませんので、

ご注意ください。
・ 可燃ごみは、30日（火）分は3日（金）に、2日（木）分は6日（月）に振替収集します。
・し尿汲み取りは、4月30日（火）のみ行います。

4月 5月
27日㈯ 28日㈰ 29日㈪

昭和の日
30日㈫
国民の休日

1日㈬
即位の礼

2日㈭
国民の休日

3日㈮
憲法記念日

4日㈯
みどりの日

5日㈰
こどもの日

6日㈪
振替休日

7日㈫ 8日㈬

可燃ごみ
収集 ○ 休み

3日に振替
休み

6日に振替
○

30日分
○

2日分 ○

不燃ごみ
収集 休み ○ ○ ○ ○

資源物
収集 休み 休み ○ ○ ○ ○

家庭ごみ
持込 ○ 休み 休み 休み ○ ○ ○ ○

し尿
汲み取り 休み ○ 休み 休み 休み ○ ○

ゴールデンウィークのごみ収集、し尿汲み取り

【問い合わせ】環境保全課（内線126）

【問い合わせ】秘書課（内線225）

いってみなきゃはじまらない ―市長と語ろう新年度予算懇談会―
　皆さんに納めていただいた税金の使い道を、市長がわかりやすく説明します。今年の目玉事業の紹介や、皆さん
の生活を維持するためどのような事業に使われているのかなど、あなたの日ごろの疑問にお答えします。参加自由
ですので、お気軽にご参加ください。

日　　時 会　　場
4月15日（月） 午後6時30分～8時 笠間市役所笠間支所2階会議室
4月21日（日） 午前10時30分～正午 笠間市役所本所2階大会議室
4月22日（月） 午後6時30分～8時 笠間市役所岩間支所2階会議室

参加自由
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4
月
1
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
機
構
が
変
わ
り
ま
し
た

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
、
都
市
基
盤
の
整

備
や
観
光
拠
点
等
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
か
さ
ま
歴
史
交
流
館
井
筒
屋
お
よ
び

門
前
通
り
の
整
備
な
ど
、
一
定
の
事
業
が
終

了
し
た
こ
と
か
ら
課
を
廃
止
し
、
所
管
す
る

主
な
事
業
を
左
図
の
よ
う
に
振
分
け
、
関
連

す
る
業
務
を
集
約
し
、
取
り
組
み
の
効
果
向

上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
空
家
政
策
推
進
室

は
、
景
観
整
備
・
住
環
境
の
適
正
化
の
観
点

か
ら
事
業
の
展
開
を
図
る
た
め
、
都
市
計
画

課
内
に
移
管
し
ま
す
。

　

地
域
産
業
の
振
興
を
進
め

る
た
め
、
商
工
観
光
課
を
商

工
課
と
観
光
課
の
2
つ
の
課

と
し
て
改
編
し
ま
す
。

　

商
工
課
で
は
市
内
企
業
の

雇
用
促
進
、
事
業
承
継
の
支

援
、
も
の
づ
く
り
作
家
支
援

な
ど
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な

る
強
化
を
図
り
、
観
光
課
で

は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推

進
や
、
観
光
拠
点
施
設
の
適

正
管
理
と
活
用
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

救
急
需
要
が
増
加

す
る
中
、
救
急
体
制

の
強
化
は
不
可
欠
で

す
。
類
似
業
務
を
集

約
し
、
効
率
よ
く
業

務
が
遂
行
で
き
る
よ

う
組
織
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
健
全
な
成
長

を
目
指
し
、
学
校
給
食
業
務

を
一
元
化
す
る
こ
と
で
、
効

果
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、

学
務
課
内
に
お
い
し
い
給
食

推
進
室
を
設
置
し
ま
す
。
笠

間
給
食
セ
ン
タ
ー
と
岩
間
給

食
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
友
部
地

区
の
自
校
方
式
の
給
食
施
設

を
一
括
管
理
し
、
施
設
の
維

持
管
理
や
食
材
発
注
の
一
元

化
、
給
食
費
の
徴
収
業
務
の

シ
ス
テ
ム
化
な
ど
を
行
い
ま

す
。

　

情
報
通
信
技
術
に
よ
る
行

政
改
革
を
進
め
て
い
く
た

め
、
行
政
改
革
事
務
を
情
報

政
策
グ
ル
ー
プ
に
移
し
、
情

報
行
政
グ
ル
ー
プ
と
変
更
し

ま
す
。
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
の
推
進
、
R
P
A
や

A
I
の
活
用
検
討
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
効

率
的
な
会
議
の
開
催
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

2	

商
工
観
光
課
の
改
編

4	

消
防
体
制
の
見
直
し

1	

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

	

廃
止

3	

お
い
し
い
給
食
推
進
室
の
設
置

5	 

情
報
通
信
技
術
に
よ
る

	

行
政
改
革
の
推
進

かさま歴史交流館井筒屋の管理運営：商工観光課（観光課）
笠間稲荷周辺まちづくり拠点整備事業：都市計画課
市街地活性化基金事業：商工観光課（商工課）
定住化促進事業：企画政策課
地域おこし協力隊：秘書課（広報戦略室）

※RPA（ロボテック・プロセス・オートメーション）
　�認知技術を活用した業務効率化・自動化の取り組み。

主にパソコン画面上のアプリケーション、システム
画面を識別し、人間と同じように操作を行うことが
できるようなソフトウェアによって実現される。

都市建設部

教育委員会

都市計画課 計画グループ

開発グループ

施設グループ

空家政策推進室

産業経済部

消防本部

警防課

笠間消防署

友部消防署

岩間消防署

商工課 商工グループ

観光課 観光振興グループ

救急係

警防救助係

情報通信係

総務係�予防係
警防救助係 

救急係
総務係�予防係
警防救助係 

救急係
総務係�予防係
警防救助係 

救急係

観光施設グループ

総務グループ

学務グループ

笠間給食センター

岩間給食センター

指導室

おいしい
給食推進室

学務課

総務部

総務法制グループ

危機管理室

情報行政グループ

総務課
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市
長
公
室

	

市
長
公
室
長	

中
村　

公
彦

	

秘
書
課
長	

長
谷
川
康
子

	

企
画
政
策
課
長	

北
野　

高
史

	

企
画
政
策
課
副
参
事
兼
企
業
誘
致
推
進
室
長	

久
野　
　

穣

総
務
部

	

総
務
部
長	

石
井　

克
佳

	

総
務
課
長	

西
山　

浩
太

	

笠
間
支
所
長
兼
笠
間
支
所
地
域
課
長	

岡
野　

洋
子

	

岩
間
支
所
長
兼
岩
間
支
所
地
域
課
長	
伊
勢
山　

裕

	

資
産
経
営
課
長	
山
田　

正
巳

	

財
政
課
長	
木
村　

成
治

	

税
務
課
長	

山
崎
由
美
子

	

収
税
課
長	

太
田　

周
夫

市
民
生
活
部

	

市
民
生
活
部
長	

金
木　

雄
治

	

市
民
活
動
課
長	

橋
本　

祐
一

	

市
民
課
長	

飯
村
美
奈
子

	

市
民
課
副
参
事
（
笠
間
地
方
広
域
事
務
組
合
）	

小
藥　
　

進

	

環
境
保
全
課
長	

小
里　

貴
樹

	

環
境
保
全
課
副
参
事
（
笠
間
・
水
戸
環
境
組
合
）	

赤
上　
　

信

	

笠
間
支
所
市
民
窓
口
課
長	

綱
川　

廣
道

	

岩
間
支
所
市
民
窓
口
課
長	

前
嶋　

典
子

保
健
福
祉
部

	

保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長	

下
条
か
を
る

	

社
会
福
祉
課
長	

堀
内　

信
彦

	

子
ど
も
福
祉
課
長	

町
田　

健
一

	

高
齢
福
祉
課
長	

中
庭　
　

聡

	

高
齢
福
祉
課
副
参
事
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長	

富
田　

玲
子

	

笠
間
支
所
福
祉
課
長	

箱
守　

司
郎

	

岩
間
支
所
福
祉
課
長	

飯
田　

由
一

	

と
も
べ
保
育
所
副
参
事
兼
所
長	

関　
　
　

泉

	

く
る
す
保
育
所
副
参
事
兼
所
長	

成
田　

順
子

	

保
険
年
金
課
長	

三
次　
　

登

	

健
康
増
進
課
長	

小
澤　

宝
二

笠
間
市
立
病
院

	

市
立
病
院
長	

石
塚　

恒
夫

	

市
立
病
院
事
務
局
長	

後
藤　

弘
樹

	

市
立
病
院
看
護
局
長
（
県
か
ら
）	

海
藤
佐
代
子

	

市
立
病
院
医
務
局
薬
剤
科
長	

松
本　

明
男

	

市
立
病
院
事
務
局
経
営
管
理
課
長	

田
村　

一
浩

産
業
経
済
部

	

産
業
経
済
部
長	

古
谷　

茂
則

	

産
業
経
済
部
参
事
（
笠
間
市
農
業
公
社
）	

友
部　

邦
男

	

農
政
課
長	

礒
山　

浩
行

	

商
工
課
長	

川
又　

信
彦

	

観
光
課
長	

滝
田　

憲
二

	

道
の
駅
整
備
推
進
課
長	

菅
井　

敏
幸

	

農
政
課
副
参
事（
笠
間
市
農
業
公
社
）	

細
谷　
　

敦

	

農
政
課
副
参
事（
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
）	

石
井　
　

淳

都
市
建
設
部

	
都
市
建
設
部
長	

吉
田　

貴
郎

	
建
設
課
長	

持
丸　

公
伸

	

管
理
課
長	

古
木　
　

滋

	

都
市
計
画
課
長
（
県
か
ら
）	

横
山　

孝
夫

	

都
市
計
画
課
副
参
事
兼
空
家
政
策
推
進
室
長	

深
澤　
　

充

上
下
水
道
部

	

上
下
水
道
部
長	

横
手　
　

誠

	

水
道
課
長	

磯
野　

浩
宣

	

下
水
道
課
長	

小
松
﨑　

宏

会
計
課

	

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長	

島
田　
　

茂

議
会
事
務
局

	

議
会
事
務
局
長	

渡
辺　

光
司

	

議
会
事
務
局
次
長	
堀
越　

信
一

農
業
委
員
会
事
務
局

	

農
業
委
員
会
事
務
局
長	
柳
原　

克
之

監
査
委
員
事
務
局

	

監
査
委
員
事
務
局
長	

根
本　

由
美

教
育
委
員
会

	

教
育
次
長	

小
田
野
恭
子

	

学
務
課
長	

堀
江　

正
勝

	

学
務
課
副
参
事
兼
お
い
し
い
給
食
推
進
室
長	

根
本　
　

薫

	

生
涯
学
習
課
長	

斎
藤　

直
樹

	

笠
間
公
民
館
副
参
事
兼
館
長	

堀
内
恵
美
子

	

笠
間
図
書
館
副
参
事
兼
館
長	

髙
野　
　

一

	

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長	

松
本　

浩
行

	

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
副
参
事
兼
国
体
推
進
室
長	

沼
野　
　

剛

消
防
本
部

	

消
防
次
長
兼
消
防
本
部
総
務
課
長	

堂
川　

直
紀

	

消
防
本
部
予
防
課
長	

中
村　

浩
一

	

消
防
本
部
警
防
課
長	

薗
部　

恵
一

	

笠
間
消
防
署
長	

内
桶　

勝
弥

	

友
部
消
防
署
長	

青
木　

勝
也

	

岩
間
消
防
署
長	

石
井　

健
寿

宋　
　

珍
恩
（
市
民
活
動
課
）

関　
　
　

忍
（
市
立
病
院
（
医
師
））

木
下　

賢
輔
（
市
立
病
院
（
医
師
））

上
田　

篤
志
（
市
立
病
院
（
医
師
））

新
規
採
用（
任
期
付
職
員
）

藤
井　

二
十	（
観
光
課
）

岩
井　

彩
華	（
会
計
課
）

川
又　

仁
実	（
総
務
課
）

堀　
　

哲
郎	（
生
涯
学
習
課
）

藤
村　

亘
晃	（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

永
山　

道
紀	（
笠
間
消
防
署
）

山
口　

由
貴	（
友
部
消
防
署
）

大
石　

海
斗	（
岩
間
消
防
署
）

保
坂　

尋
斗	（
笠
間
消
防
署
）

渡
部
祐
大
朗	（
友
部
消
防
署
）

多
比
良
千
穂	（
学
務
課
）

野
上
寿
々
菜	（
収
税
課
）

佐
藤　

渚
沙	（
保
険
年
金
課
）

林　
　

碧
樹	（
資
産
経
営
課
）

古
渡　

駿
人	（
税
務
課
）

持
丸　

千
祐	（
建
設
課
）

田
代　

智
香	（
高
齢
福
祉
課
）

稲
見　

知
聡	（
社
会
福
祉
課
）

安
達　

史
貴	（
企
画
政
策
課
）

安
掛　

美
来	（
管
理
課
）

新
規
採
用
職
員

塩
畑　

正
志

友
水　

邦
彦

市
村　

勝
巳

安
達　

裕
一

渡
部　
　

明

友
部　

健
壽

髙
野　

厚
子

安
達　

正
一

柴
田　

常
雄

上
野　
　

浩

川
辺　

義
明

藤
枝　

誠
一

森
下　
　

巌

清
水　
　

博

松
田　

輝
雄

池
田　

昌
美

下
条　

立
美

西
山　
　

茂

芝
沼
紀
美
子

内
桶　

建
一

山
口　
　

明

鈴
木　

光
明

鈴
木　

一
也

打
越　

勝
利

鈴
木　

正
敏

石
丸　
　

茜

福
田　

幸
寛

３
月
31
日
付
退
職
者

平
成
31
年
４
月
１
日 

笠
間
市
人
事

部
課
長
級

新
規
採
用
職
員

退
職
者
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河
又
で
す
。
い
つ
の
間
に
や
ら
協

力
隊
最
終
年
度
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
1
、
2
年
目
と
さ
ま
ざ
ま
な

方
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
な
ん
と

か
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
3
年
目
は

少
し
ず
つ
ま
ち
の
み
な
さ
ん
に
楽
し

さ
を
お
す
そ
分
け
し
な
が
ら
、
卒
業

後
も
笠
間
の
中
で
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

最
終
年
度
も
カ
フ
ェ
を
中
心
に
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。
昨
年
は
、
カ

フ
ェ
の
ガ
レ
ー
ジ
で
染
め
物
を
し
た

り
、
土
器
を
作
っ
て
展
示
し
た
り
、

壁
に
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
り
と
、

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
イ
ベ
ン
ト
を
開
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
5

月
1
日
（
水
）
〜
6
日
（
月
）
の
期
間
、

カ
フ
ェ
で
ク
ラ
フ
ト
・
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
チ
ラ
シ
も
可

愛
く
完
成
し
、
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
に
置
か
せ
て
頂
い
て
い
る
の

で
、
よ
か
っ
た
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
！

　

二
階
の
改
装
な
ど
ま
だ
ま
だ
や
る

事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
ど
も

の
お
絵
か
き
教
室
や
、
月
に
一
度
の
ま

わ
し
よ
み
新
聞
の
日
な
ど
、
定
期
的
に

集
ま
れ
る「
何
か
」
を
こ
れ
か
ら
も
増

や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
気
に
な
る
方

は
覗
き
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
！！

　

こ
ん
な
こ
と
や
っ
た
ら
楽
し
い
ん

じ
ゃ
な
い
?
私
こ
ん
な
こ
と
で
き
る

よ
！
一
緒
に
こ
ん
な
事
や
っ
て
み
な

い
?
と
い
う
素
敵
な
提
案
は
い
つ
で

も
大
募
集
中
で
す
。
す
べ
て
実
現
で

き
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ

思
っ
た
こ
と
、
や
り
た
い
事
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

3
年
目
ハ
ズ
カ
ム

活動報告 No.
68

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

河か
わ
ま
た又

　
恵け

い
た太（

30
歳
） 

神
奈
川
県
よ
り
移
住

市長コラム
茨
城
県
環
境
保
全
事
業
団
が

設
置
・
運
営
す
る
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
さ
ま
が
2
0
0
5
年

に
開
業
し
て
14
年
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。
こ
の
施
設
で
は
、
県

内
の
産
業
廃
棄
物
、
笠
間
市
の
一

部
（
旧
笠
間
市
）
の
一
般
廃
棄
物

の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
元
福
田
地
区
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
ま
た
事
業
団
が
「
安

全
第
一
」
の
方
針
の
も
と
、
適
正

な
運
営
と
管
理
を
行
っ
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
施
設
建
設
前
に
危

惧
さ
れ
た
周
囲
へ
の
悪
影
響
や

事
故
も
な
く
、
関
係
者
の
皆
さ
ま

の
努
力
に
よ
っ
て
今
日
を
迎
え

て
い
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。数

年
後
に
は
エ
コ
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
か
さ
ま
も
一
定
の
役
割

を
終
え
、
次
の
施
設
の
必
要
性
に

つ
い
て
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

過
去
に
は
、
ご
み
処
理
、
し
尿
、

斉
場
等
の
施
設
は
迷
惑
施
設
と

し
て
総
論
賛
成
各
論
反
対
の
議

論
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
技
術
が
進
歩
し
て
い
く

中
、
感
情
的
な
好
き
嫌
い
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
よ
り
高
度
専
門

的
な
意
見
に
よ
る
議
論
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

人
間
が
生
活
し
て
い
く
う
え

で
必
要
な
施
設
と
し
て
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大

切
と
考
え
ま
す
。

エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま

の
計
画
か
ら
開
業
、
現
在
ま
で
の

例
を
一
つ
の
参
考
と
し
て
、
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
の
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
今
後

エコフロンティアかさま

【問い合わせ】秘書課（内線225）

　地域おこし協力隊とは、総務省が平成21年度から取り組んでいる制度で、都市部の意欲ある人材が
地方へ移住（最長3年）し、地域力の維持・強化を目的とした支援活動を行うものです。地域おこし協力隊とは

フェイスブックもご覧ください Facebook▶http://www.facebook.com/Kasamartowa

染め物の日

土器展 まちのベンチでお待ちしています

カフェの壁

まちのベンチ machi no bench
笠間市八雲1-1-14
TEL 0296-73-6755
【営業】月・木・土曜日　午前9時～午後5時
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健康ホットライン
　

2
0
2
5
年
の
笠
間
市
の
人
口

は
お
よ
そ
3
人
に
1
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
は
5
人
に
1

人
程
度
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
の
老
化
に
よ
っ
て
誰
も
が
物

忘
れ
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
が
、
加

齢
に
伴
う
物
忘
れ
と
認
知
症
は
全

く
違
い
ま
す
。
物
忘
れ
は
覚
え
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
す
ま
で
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
認
知
症
は
そ
の

こ
と
自
体
を
覚
え
て
い
ら
れ
な
い

の
で
す
。

　

認
知
症
は
、
何
か
の
病
気
に
よ
っ

て
脳
の
神
経
細
胞
が
壊
れ
る
た
め

に
起
こ
る
症
状
や
状
態
を
い
い
ま

す
。
認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
だ
ん

だ
ん
理
解
す
る
力
や
判
断
力
が
な

く
な
っ
て
、
社
会
生
活
や
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
今
で
は
、
認
知
症
は
決
し
て

珍
し
く
な
く
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
こ
と
で
す
。

　

市
に
は
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症
に

な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
複
数
の

専
門
職
で
構
成
さ
れ
た
専
門
職
が

訪
問
し
、
早
期
診
断
、
早
期
対
応
に

向
け
た
支
援
を
行
う
チ
ー
ム
で
す
。

　

私
は
、
病
棟
勤
務
を
し
な
が
ら
そ

の
一
員
と
し
て
相
談
委
員
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

何
か
「
お
か
し
い
」、「
ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
」
と
い
う
家
族
や
地
域
の
方

が
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
家
族

に
気
に
な
る
症
状
が
あ
っ
た
場
合
、

偏
見
や
隠
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

か
か
り
つ
け
医
の
受
診
ま
た
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
支
援
チ
ー
ム
が
、
か

か
り
つ
け
医
と
連
携
し
て
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

認
知
症
患
者
が

早
期
に
治
療
を
始
め
ら
れ
る
た
め
に

【
問
い
合
わ
せ
】市
立
病
院　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
2
9
6
―
77
―
0
0
3
4

笠間市立病院　主任看護師　福
ふ く だ

田　利
と し み

美

　

国
土
地
理
院
発
行
の
地
形
図
を
見
る
と
、
小

原
の
北
東
部
に
和お

し
ょ
う尚

塚づ
か

の
地
名
が
あ
り
ま
す
。

国
道
五
〇
号
を
東
へ
向
か
い
、
小
原
字あ

ざ

滝
川
を

過
ぎ
、
杉
崎
町
（
水
戸
市
）
地
内
の
坂
道
を
上

る
と
和
尚
塚
の
表
示
が
見
え
、
右
手
に
桜
の
宮

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
入
口
を
進

む
と
、
建
物
の
前
に
あ
る
土
を
高
く
盛
り
上
げ

た
塚
に
辿
り
着
き
ま
す
。

　

こ
の
塚
に
つ
い
て
は
、「
近
く
の
山
に
時
宗

の
寺
が
あ
り
、本
山
の
高
僧
が
諸
国
遊ゆ

ぎ
ょ
う行

の
折
、

寺
に
立
ち
寄
り
病
気
に
な
っ
て
死
去
し
た
。
遺

言
に
よ
り
朝
日
の
峯
に
埋
葬
し
塚
を
築
い
た
。

こ
れ
が
和
尚
塚
で
あ
る
」
と
語
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
は
、「
茨
城
郡

和
尚
塚
原
ノ
内
ニ
ア
リ
、
一
堆
ノ
墳
ナ
リ
、
原

名
コ
レ
ヨ
リ
起
ル
、
墓
碑
塔
婆
ノ
類
ナ
シ
、
由

来
詳
ナ
ラ
ズ
、
土
人
ノ
説
ニ
昔せ

き
じ
ぼ
う

時
某
和
尚
入

に
ゅ
う
じ
ょ
う

定

ノ
地
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
、（
後
略
）」
と
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
地
に
は
「
明
治
天
皇
駐ち

ゅ
う
ひ
つ
の
ち

蹕
之
地
」

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）
十
一
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
八
日
間
、
近こ

の
え衛

師し
だ
ん団

の
機
動
演
習
が
茨
城

県
を
中
心
に
行
わ
れ
、
明
治
天
皇
は
統と

う
か
ん監

・
視

察
の
た
め
同
月
十
五
日
笠
間
町
に
行
幸
さ
れ
ま

し
た
。
翌
十
六
日
の
朝
、
特
別
列
車
で
内
原
駅

へ
向
か
い
、
同
駅
か
ら
二
頭
だ
て
の
馬
車
で
大

原
村
和
尚
塚
へ
移
動
し
演
習
を
統
監
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
大
原
村
の
人
々
は
記
念
碑
を
建
て

天
皇
行
幸
の
事じ

せ
き蹟

を
残
そ
う
と
し
ま
し
た
。
本

県
知
事
坂
仲な

か
す
け輔

が
「
明
治
天
皇
駐
蹕
之
地
」
と

揮き
ご
う毫

、
裏
面
の
碑
文
は
栗
田
勤い

そ
しが

撰せ
ん
ぶ
ん文

・
書
に

て
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
塚
の
上
に
建

碑
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
栗
田
勤
は
笠
間
の

書
家
亀
井
有ゆ

う
ひ斐

の
三
男
で
、
叔
父
で
国
学
者
栗

田
寛ひ

ろ
しの

養
嗣
子
に
迎
え
ら
れ
、
養
父
の
遺
志
を

継
ぎ
『
大だ

い
に
ほ
ん
し

日
本
史
』
を
完
結
さ
せ
た
人
物
で
す
。

更
に
同
村
の
人
々
は
、
毎
年
十
一
月
十
六
日
に

行
幸
記
念
祭
を
催
し
ま
し
た
。
以
後
、
和
尚
塚

は
小
学
校
低
学
年
児
童
た
ち
の
徒
歩
遠
足
の
場

所
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
和
尚
塚
の
あ
る
丘
陵
地
は
切
り
開
か

れ
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
に
ゴ
ル
フ

場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
、
和
尚
塚
と
記

念
碑
は
小
原
字
和
尚
塚
の
ゴ
ル
フ
場
敷
地
内
の

高
み
で
、
訪
れ
る
人
に
こ
の
地
の
歴
史
を
伝
え

て
い
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　

幾い
く

浦う
ら　

忠た
だ
お男

）

笠
間
の

歴
史
探
訪

和
尚
塚
と
明
治
天
皇
行
幸
記
念
碑

47

和尚塚に建つ明治天皇行幸記念碑
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各館の行事予定 5月
笠間図書館

◆おはなし会	
（0～3歳向け　午前11時～11時20分）
5月�17日（金）�『�みんなみんないないいな

いばあ』ほか
◆おはなし会	
（4歳～小学生向け　午後2時～）
5月�12日（日）�『わたしとあそんで』ほか� �
� �� 〈たんぽぽ〉
5月�19日（日）�『かえるとかたつむり』ほか�
� �� 〈語り部の会〉
5月�26日（日）�『�オタマジャクシのうんど

うかい』ほか�〈アイ�アイ〉
◆ギャラリー
◇4月26日（金）～5月29日（水）
　「パッチワーク展」

友部図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時～）
5月�16日（木）�『�サンドイッチサンドイッチ』

ほか
◆ギャラリー
◇5月14日（火）～5月26日（日）
　「写真展示」友部写友会
◇5月28日（火）～6月9日（日）
　「写真・洋画展示」二人展�登内

岩間図書館
◆おはなし会	
（0歳～3歳向け　午前11時30分～正午）
5月�9日（木）�『おにぎりくん』ほか
＊場所：岩間子育て支援センター�くりのこ
◆おはなし会（4歳～小学生向け）
◇日曜おはなし会（午後2時～2時30分）
5月�5日（日）�『�かえうたかえうた� �

こいのぼり』ほか
◇おはなしのとびら（午後2時～2時30分）
5月�11日（土）�『ねこのぼり』ほか
� �� 〈めだかクラブ〉
5月�25日（土）来てのおたのしみ！
� �� 〈めだかクラブ〉

としょかん1年生のご案内
　新小学1年生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
　市立図書館では、市内に在学または在住の小学1年生を
対象にした「としょかん1年生事業」をおこなっています。
　この事業は、自分の図書館カードをつくり、自分で借
りることを体験して、本への興味や世界を広げてほしい、
という願いを込めた事業です。
　入学式で配布された図書館からの「しょうたいじょう」
（みどり色）をお持ちいただいた方に、オリジナルのしお
り等、図書館利用に役立つものが入った「としょかん1年
生パック」をお渡ししています。
　ぜひ、お子さんと一緒にお近くの図書館までお越しく
ださい。

図書館雑誌スポンサー募集中!
　お店、会社のPRをしたいが、予算に見合った媒体が
見つからない、絞り込んだ客層に深くPRしたいが、ど
のようにしたらよいのかわからない、従来のPR方法で
の費用対効果がはっきりしない…

図書館雑誌スポンサー事業を活用しませんか？
　市立図書館は、人口8万人未満の市区図書館で6年連
続貸出日本一を記録しています！ 

・図書館の利用者は定期的に図書館に来館します。
・ 図書館購入雑誌の表紙面の一部を利用して手軽なご
予算で、御社の店名や社名を売り込めます。

・ 雑誌裏表紙面に御社の事業概要等を差し込んで、詳
しいPRができます。

・ PRしたいお店、会社様には図書館所蔵より選んだ
雑誌の年額相当をお支払いいただきます。

扌最新号の雑誌の裏表紙面には
　 詳しいPR、事業概要が載せら
れます。

扌 雑誌の棚に置かれたスポン
サー付き雑誌（丸で囲まれた
部分に社名が入っています）

随時募集していますので、ぜひご検討ください。
お問い合わせは各図書館までお願いします。

➡学校で配られる
　「しょうたいじょう」

こちらをもって
図書館まで
お越しください。

としょかん➡
1年生パック　

（写真は昨年度のものです）

〈実施例〉
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情報カレンダー 5月

1 水

即位の日
新天皇即位に伴う記帳または名刺の受け付け　　
および婚姻届等の受け付け
あたご山桜まつり（5月6日まで）

愛宕山（（一社）笠間観光協会�℡0296-72-9222）
第48回 笠間つつじまつり（5月6日まで）

笠間つつじ公園
（（一社）笠間観光協会�℡0296-72-9222）

第38回 笠間の陶炎祭（5月5日まで）
笠間芸術の森公園イベント広場

（笠間焼協同組合�℡0296-73-0058）

2 木 国民の休日

3 金 憲法記念日

4 土 みどりの日

5 日 こどもの日

6 月 振替休日

7 火 いこいの家はなさか 休館日
（いこいの家�はなさか�℡0296-77-5110）

8 水

9 木
メディカルカフェ～みんなの相談室～テーマ「腰
痛について」《要予約》14：00～15：30
（地域包括支援センター�℡0296-78-5871）

10 金

11 土

12 日

普通救命講習会　9：00～12：00
消防本部　3階

（笠間市消防本部�℡0296-73-0119）　
天狗の郷バザールdeいわま　9：00～15：00

地域交流センターいわま「あたご」
（根本　℡090-3009-7883）

13 月 いこいの家はなさか 休館日

14 火

15 水

行政書士無料相談会　13：00～16：00
友部公民館　（秘書課�内線225）　

特設無料人権相談　10：00～15：00
地域福祉センターともべ

（水戸地方法務局�℡029-227-9919）

16 木

17 金
地域児童相談《完全予約制》　9：30～16：00

笠間市役所教育棟会議室
（子ども福祉課�内線164）

18 土

19 日

20 月 いこいの家はなさか 休館日

21 火

22 水 行政相談　14：00～16：00
友部公民館（秘書課�内線225）　

23 木

24 金

25 土 カサマルシェ　9：00～12：00
友部公民館前（農政課　内線527）

26 日

休日納税相談窓口【市役所本所】　8：30～12：00
（収税課�内線118）

友部駅前フリーマーケット　9：00～13：00
地域交流センターともべ「トモア」まちの広場

（佐藤�℡090-3245-0880）

27 月 いこいの家はなさか 休館日

28 火

29 水

30 木

31 金

※笠間子育て支援センター『みつばち』は、毎週月～金曜日に開設します（かさまこども園内10：00～16：00）。祝日は休み。
※�岩間子育て支援センター『くりのこ』は、毎週月・水・木・金曜日に開設します（市民センターいわま内10：00～16：00）。祝日は休み。
※友部子育て支援センター『かんがるー』は、毎週月～金曜日に開設します（笠間市児童館内9：00～16：00）。
※保健センターで実施する、健診・予防接種などは、保健センター年間予定表をご覧ください。

曜日 場所 時間 窓口延長課

日曜日 市役所本所 8：30～12：00 市民課（交付業務のみ）
収税課（月末のみ）

火曜日 岩間支所 17：15～19：30 市民窓口課

水曜日 市役所本所 17：15～19：30 市民課、保険年金課
税務課、収税課

木曜日 笠間支所 17：15～19：30 市民窓口課
※上記以外の窓口の延長業務は行っていません。

日付 曜日 病院名 電話番号
毎週 日 笠間市立病院 0296-77-0034
1 水 下田整形外科 0296-73-0858
2 木 佐藤医院 0296-72-0032
3 金 わたなべ整形外科 0296-70-5577
4 土 友部セントラルクリニック 0296-73-4110
6 月 にしぼり整形外科 0299-37-6026

※�平日夜間19：00～21：00（土曜日・祝日・年末年始を除く）
　は笠間市立病院で初期救急診療を行っています。
※�当番医は変更になる場合がありますので、確認の上、�
　診療を受けてください。

窓口延長サービス 5月の休日救急診療当番 9：00～17：00
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4月から産前産後の一定期間の
国民年金保険料を免除
対 象者▶「国民年金第1号被保険者」で
出産日が平成31年2月1日以降の方

免 除期間▶出産予定日または出産日が
属する月の前月から4か月間（産前産
後期間）。免除期間は、保険料納付期
間として扱われます。

　 多胎妊娠の場合は、出産予定日また
は出産日が属する月の3か月前から6
日月間。

　※ 出産とは、妊娠85日（4か月）以上
の出産をいいます。（死産、流産、
早産を含む。）

届出時期▶出産予定日の6か月前から。
手続きに必要なもの▶
　・ 出産前届出は、出産予定日が分か

るもの（母子健康手帳など）　

　・ 出産後届出は、被保険者と子が別
世帯の場合のみ、出生証明書など
出産日と親子関係を明らかにする
書類

　・ ご本人確認できるもの（運転免許証等）
　・年金手帳
　・印鑑（シャチハタは不可）
届 出先▶住民登録をしている市（区）役
所・町役場の国民年金担当窓口

問 保険年金課（内線141）　
笠間支所市民窓口課（内線72123）
岩間支所市民窓口課（内線73182）

実用英語技能検定の受験費用の
一部を助成します
　市内在住で市内外の小中学校などに
通学する小学5・6年生と中学生に、受
験費用の一部を助成します。

受験日▶6月2日（日）、10月6日（日）、
　1月26日（日）
会場▶笠間市役所会議室ほか
　※5～2級を実施。
自 己負担額▶小学生（5級以上900円）、
中学生（3級以上1,200円）

　※ 検定料から自己負担額を差し引い
た額を、同一年度1回のみ市が助成。

申 し込み方法▶自己負担額を添えて窓
口でお申し込みください。申請書と
専用封筒は備え付けてあります。

　※ 市内小・中・義務教育学校に在籍
する方は、実施期日を確認の上、
直接、学校へお申し込みください。

申 し込み期限▶第1回：4月26日（金）、
第2回：9月6日（金）、 第3回：11月
29日（金）

申・問 学務課（内線379）

実　施　月 講　話　内　容 場　　　　所 開催時間
5月  9日（木） 腰痛について～あなたの腰は元気ですか～ 地域医療センターかさま 行政棟

午後2時～
3時30分

6月13日（木） プレコンセプションケアについて
～妊娠前に準備すること～ 地域交流センターともべ「トモア」

7月11日（木） 初めての、じぃじばぁばの孫守講座 地域医療センターかさま 行政棟9月12日（木） 認知症を疑ったら

11月14日（木） 冬の感染症・事故予防
～この冬を元気に過ごすために～ 地域交流センターいわま「あたご」

2020年
1月  9日（木）

シニア世代のみなさま
運動・栄養・社会参加してますか？

地域医療センターかさま 行政棟2月13日（木） 人生会議の準備をしよう
～最期をどう迎えるか～

3月12日（木） 穏やかな最期のために
～緩和医療について～

メディカルカフェ～みんなの相談室～
　医師、理学療法士、保健師などの専門職の話を聞いたり、お茶を飲みながら
日ごろ気になる事を気軽に相談できます。ぜひご参加ください。

【申し込み・問い合わせ】地域包括支援センター　TEL 0296-78-5871

【申し込み・問い合わせ】農政課（内線542）

要予約（各月先着20名）

▼農振除外手続き
「農振除外」の受け付けは、例年4月下旬、8月下旬、12月下旬
を期限としていますが、計画の総合見直しに着手すると、1年
半程度、「農振除外」手続きの受け付けができなくなります。
そのため、平成31年度（2019年）から翌年度（2020年）にかけて、
農地転用を予定している場合は、2019年8月20日までに「農振
除外」の手続きを行ってください。
※ 農振除外の要件を満たしたうえで、農地法をはじめとした関係法令の許可

見込みがないと農振除外はできませんので、農地の選定は十分に検討して
ください。

　市内の優良農地は、「笠間農業振興地域整備
計画」に基づいて保全されています。この計画
はおおむね5年ごとに調査を行い、総合的な見
直しを行います。
　この計画で設定されている農業振興地域内
の農用地は、原則として農地の転用が認めら
れていないため、農地を農業以外の目的で利
用する場合は、事前に農業振興地域内の農用
地からの除外（「農振除外」と呼んでいます）の
手続きが必要です。

農振除外手続きは8月20日までに行ってください
「農業振興地域整備計画」の総合的な見直しを行います《8月以降1年半程度、農振除外の手続きができなくなります》
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茨城県からのお知らせ
「茨城県子どもを虐待から守る条
例」が制定されました。
　「茨城県子どもを虐待から守る条例」
が4月1日に施行されます。
　子どもに対する虐待が、深刻かつ重
大な問題となっています。児童相談所
における虐待相談対応件数は年々増加
していて、本県でも平成29年度は、2,256
件と過去最多となりました。
　虐待が疑われるときや気になるとき、
子育てについて悩んだときは、市町村の
児童福祉担当課や最寄りの児童相談所

（短縮ダイヤル189）にご相談ください。
《これが児童虐待です。》
◎身体的虐待…殴る・蹴る・たたく等
◎性的虐待…子どもへの性的行為等
◎ネグレクト…食事を与えない・放置する等
◎心理的虐待…言葉による脅し・無視等

　また、妊娠や出産の悩みについての
専門相談窓口もあり、専門の相談員が
お受けします。
・すこやか妊娠ほっとライン
　TEL 029-301-1124
問 県青少年家庭課　
　TEL 029-301-3258

笠間市からのお知らせ
任意予防接種（ロタウイルス・お
たふくかぜ）費用を助成
　4月から任意予防接種（ロタウイルス・
おたふくかぜ）の費用の助成を始めまし
た。対象となる方に対しては、市から
お知らせします。
・ロタウイルス
　対 象者▶平成31年4月1日以降の出生

者で、生後6～32週（対象の方には
赤ちゃん訪問の際にご案内します）

　助成回数▶2回
　助成額（1回あたり）▶5,000円
・おたふくかぜ
　対 象者▶H30年4月1日以降の出生

者で、1～5歳未満（対象の方には
1歳児相談の通知でご案内します）

　助成回数▶1回
　助成額（1回あたり）▶3,000円
問 保健センター TEL 0296-77-9145

茨城子ども救急電話相談・茨城
おとな救急電話相談
　県が実施している、「茨城子ども救急
電話相談」と「茨城おとな救急電話相談」
の受け付け時間が拡大され、4月から24
時間365日対応をし、受診できる医療機
関の案内も行っています。これにより、

「救急医療情報コントロールセンター（医
療機関電話案内）」は廃止となりました。
　休日・夜間の急病時に対応している
医療機関については、県救急医療情報
システムをご利用ください。

相談先▶
　・茨城子ども救急電話相談
　　短縮ダイヤル ＃8000
　　TEL 03-5367-2367
　・茨城おとな救急電話相談
　　短縮ダイヤル ＃7119
　　TEL 03-5367-2365
受け付け時間▶24時間365日

問 健康増進課
TEL 0296-77-9145

年に1度は健康診査を受けましょう
　 健 康 診 査 は、
新しくできた「地
域医療センター
かさま」内にある

「保健センター」
で実施していま
す。会場は、ワンフロアで移動も少な
く健康診査が受けられます。ご自分の
健康チェックのためぜひお越しくださ
い。
※ 健康診査の詳細については、保健セ

ンター年間予定表（P1〜5）をご覧く
ださい。（市報3月号に折り込まれて
います）

問 保健センター
TEL 0296-77-9145

申 …申し込み　問 …問い合わせ

　40〜74歳の国民健康保険の方、後期高齢
者医療保険の方の「受診券」が今までのもの
より大きくなり、A4サイズ三つ折りに変わ
ります。「受診券」は、グリーン色の窓空き封
筒に入って保険年金課から尿検査の容器と一
緒に5月下旬ごろ郵送します。
※ 社会保険喪失や転入等で新たに国民健康保険に

加入された方のうち、特定健診を希望される方
は受診券を送付しますので、下記までお問い合
わせください。

◎ 受診券・医療機関健診・人間ドック補助に
　ついての問い合わせ
　保険年金課（内線139・142）
　笠間支所　市民窓口課（内線72123）
　岩間支所　市民窓口課（内線73182）
◎健診についての予約・問い合わせ
　 保健センター TEL 0296-77-9145

平成31年度　受診券が変わります

高齢者健診受診券 特定健診受診券（セット券）

40～74歳の国民健康保険の方、後期高齢者医療保険の方へ

健康診査会場

ホームページ
https://www.qq.pref.
ibaraki.jp/
⬅QRコード

・茨城県救急医療情報システム
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バーコード読み取り

必要なものは
ヤフーアプリだけ！

平成31年4月1日から笠間市の税・料金が
「スマホ」で納付できるようになりました！

24時間365日、自宅でいつでも簡単に!

◎納付できる税・料金
・市県民税（普通徴収）
・固定資産税
・軽自動車税
・国民健康保険税
・介護保険料
・後期高齢者医療保険料
・保育所保育料
・児童クラブ保護者負担金

　ヤフーアプリのホーム画面右
下の「その他」メニュー内にある

「QR・バーコード読み取り」を
タップしてカメラを起動してく
ださい。納付書のバーコードを
読み取って納付します。
※ 手数料はかかりません。（通信
料は利用者の負担となります）

◎方法

【問い合わせ】収税課（内線121）

⬅詳しい使い方は
　ガイドページをご覧ください。
ヤフー　どこでも支払い 検索

【問い合わせ】税務課（内線113）

◎納期限内に納めましょう
　軽自動車税の納期限（口座振替日）は、5月31日（金）です。
　納税通知書の裏面に記載されている最寄りの金融機関等（全国の主なコ
ンビニエンスストアでも納付できます）にて、納期限内に納めてください。
※ 4月1日からヤフーアプリを利用しスマートフォンで納付することがで

きるようになりました。詳しい利用方法および注意事項については、
下記をご確認ください。

※  納期限後は、コンビニエンスストアおよびヤフーアプリでの取り扱い
ができません。 

◎ 口座振替の方の車検用納税証明書の発送について
 　6月中旬ごろに車検用納税証明書を発送する予定です。
 　なお、車検用納税証明書発送前に車検を受ける場合は、振替記帳済み
の預貯金通帳を持参し、税務課または各支所地域課で納税証明書を申請
してください。手数料は無料です。
◎減免手続について
 　心身に障がいのある方や、その方のために使用する軽自動車について、
一定の要件を満たす場合、申請による減免制度があります（生活保護受給
者が所有する原付バイク等も同様です）。なお、自動車税ですでに減免を
受けている場合や軽自動車税納付後の減免申請はできません。
 　5月31日（金）までに、税務課または各支所地域課で申請してください。
 　また、平成30年度から引き続き減免を受ける予定の方は、申請は必要
ありません。
 　詳しくは、税務課までお問い合わせください。
※ 社会保障・税番号（マイナンバー）制度が導入されたことに伴い、申

請者の法人番号または個人番号の記載が必要になります。

※�納税には、簡単で便利な口座振替をご利用
ください。

※�納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
早めの納税をお願いします。

※�口座振替で納付の方は預金残高の確認をお
願いします。

4月の納税等
納期限：5月7日（火）

固 定 資 産 税
介 護 保 険 料

（1期分）
（1期分）

教育委員を紹介します
　 平 成31年 第1回 笠 間
市議会定例会において、
吉
よしざき

崎 静
し ず お

夫さん（新任）
を教育委員に任命する
議案について議会の同
意が得られ、4月1日付
で就任しました。
【任期】4月1日～6月23日
　　　（前任者の残任期間）
　教育委員会は、教育長と教育委員の構
成による合議制の執行機関で、主に、学
校や教育機関の設置・管理、学校教育、
社会教育、スポーツ、文化財など、教育
に関する事務を管理執行しています。

吉崎 静夫さん

軽自動車税について
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国民健康保険税の納期変更につ
いて
　平成31年度から課税方法の変更にと
もない、第1期の納税通知書の発送は、
7月中旬頃となります。5月には納税通
知書の発送は行いません。
平成31年度からの納期▶

期別 納期限 期別 納期限
1期 7月31日 5期 11月30日
2期 8月31日 6期 12月25日
3期 9月30日 7期 1月31日
4期 10月31日 8期 2月末日

※ 納期限が休日の場合は、翌営業日が
納期限となります。

※ 年金から天引き（特別徴収）されてい
る方は、変更ありません。

※ 口座振替の方は、7月から翌年2月ま
での年8回の引き落としとなります。

問 保険年金課（内線139）

休日納税相談窓口のお知らせ
　納税相談ができる休日窓口を引き続
き開設します。止むを得ない理由で納
期限内に税金を納めることが困難な方
には、納付計画のアドバイスをします。
期 日▶毎月最終日曜日（12月のみ第4
日曜日）。
4月28日 5月26日 6月30日
7月28日 8月25日 9月29日
10月27日 11月24日 12月22日
  2020年
1月26日 2月23日 3月29日

時間▶午前8時30分～正午。
会場▶笠間市役所本所　収税課
相談および納付できる税目▶
　 市県民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税。

持参品▶・収入・支出の分かる書類
　　　　・認印
※ 課税内容についてのご相談は、事前
に各担当課までご相談ください。

問 収税課（内線118）

笠間市国際交流協会からの 
お知らせ
5月の日本語教室・外国人相談
の開催日
日 時▶5月4日（土・祝）、5月11日（土）、
5月18日（土）

・日本語教室：午前10時～11時30分
・外国人相談：午前11時～12時
場所▶トモア　コミュニティールーム

申・問 笠間市国際交流協会（笠間市笠
間1番地）木村美枝子
TEL 090-2761-8711

トモアからのお知らせ
毎週木曜日は「映画の日」トモア
駅前シネマのご案内
　週替わりで「私が観たい・あなたに
観て欲しい」ドキュメンタリー映画を厳
選して上映します。2日、9日は2018年
ノーベル平和賞受賞者の映画です。
日時▶
・5月2日（木）
　「 ナディアの誓いーOn Her Shoulders」
・5月9日（木）
　「女を修理する男」
・5月16日（木）
　「 happyーしあわせを探すあなたへ」
・5月23日（木）
　「 ザ・トゥルー・コスト～ファストファッ

ション　真の代償～」

・5月30日（木）
　「ZAN～ジュゴンが姿を見せるとき～」
①午前10時～　②午後1時～
③午後4時～　④午後7時～
料 金▶一般1,000円／身障者・シニア
800円／子ども500円

場所▶トモア　マルチホール

キッズ身体能力向上スクール「エ
リートキッズ」新体制生徒募集
　頭を使いながら楽しく、すべてのコー
ディネーショントレーニングを行うこと
により、身体を動かす喜びを感じなが
ら効率的に身体能力をアップします。
日時▶第2・4土曜日
　① 3歳以上の未就学児
　　午前9時10分～9時55分
　② 小学生1…午前10時～10時50分
　　小学生2…午前11時～11時50分

申・問 地域交流センターともべ「トモ
ア」（友部駅前1番10号）
TEL 0296-71-6637

笠間の家からのお知らせ
里中コレクションヴィンテージ展3
日時▶5月21日（火）～6月2日（日）
　午前9時30分～午後5時
場所▶笠間の家ギャラリー

渡
わ た な べ

邉聡
さ と こ

子様写真展
日時▶6月8日（土）～16日（日）
　午前9時30分～午後5時
場所▶笠間の家ギャラリー

申・問 笠間の家（下市毛79-9）
TEL 0296-73-5521

申 …申し込み　問 …問い合わせ

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告（実施日 2月28日）
【施設の維持管理】
　環境保全事業団より、維持管理状況の報告を受けた。
・ ごみの受入投入方法については、展開検査ヤードで受入検
査を実施後、クレーン方式によりごみを均一に混合し投入
している。（日平均126.2t）

・ 炉の運転方法については、一酸化炭素濃度が100万分の
100以下となるようにごみを焼却している。（維持管理目
標値30ppm以下で設定。　結果：1号炉8ppm　2号炉
8ppm）

・ ダイオキシンの発生防止については、燃焼室中の燃焼ガス
を摂氏800度以上に保ち、集塵器に流入する燃焼ガスを水

噴霧により摂氏175度以下に冷却している。
　 また、煙突から排出される排ガス中のダイオキシン類の濃
度は、維持管理目標値である0.1ng-TEQ/N㎥以下となる
ように二次燃焼室において完全燃焼している。

　（結果：1号炉　0.034ng-TEQ/N㎥
　　　　 2号炉　0.047ng-TEQ/N㎥）
・ ばいじん中に含まれるダイオキシン類濃度は、年1回以上
測定し、0.000012ng-TEQ/gとなっている。

・ 消火設備、粉じん飛散防止、害虫発生抑制、騒音・振動・
悪臭・水質など生活環境に支障が生じないよう整備または
実施している。

【次回の監視活動】
　施設モニタリング・排ガスの維持管理・浸出水の放流について実施。

平成31年　広報かさま4月号（No.157）29



利
用
状
況
は
？

　

本
市
の
人
口
総
数
の
約
1
割
の

方
が
利
用
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

登
録
者
の
約
8
割
は
70
歳
以
上
の

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
者
の
う
ち
、
昨
年
度
一
度

で
も
利
用
し
た
方
は
、
約
26
％
の

二
千
二
百
人
ほ
ど
で
、
人
口
比
に

す
る
と
約
2
・
9
％
で
す
。

　

利
用
す
る
方
の
目
的
地
の
約
4

割
が
病
院
、
2
割
が
ス
ー
パ
ー
と

な
っ
て
い
て
、
日
常
生
活
に
お
け

る
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
で
、
ま

す
ま
す
必
要
性
が
高
ま
り
、
利
用

者
が
増
加
し
て
い
く
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

運
行
収
支
は
？

　

現
在
は
、
運
行

経
費
の
約
26
%
を

利
用
者
が
負
担
し
、

残
り
を
税
金
で
運

行
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
利
用

者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、
皆

さ
ん
の
声
に
応
え

る
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
る
た
め
に

は
、
運
行
経
費
が

さ
ら
に
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
も
エ
リ

ア
拡
大
の
試
験
運

行
で
運
行
経
費
が

増
加
す
る
見
込
み

で
す
。

皆
さ
ん
の
移
動
手
段
と
し
て
定
着
し
て
き
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
。

利
用
者
か
ら
高
い
要
望
の
あ
る
、

「
乗
り
継
ぎ
の
解
消
」に
向
け
て
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
い
る
方
、
利
用
し
て
い
な
い
方
、

幅
広
く
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

凡例

高速道路・
インターチェンジ

市内共通エリア

ともべ

ししど

い
わ
ま

かさま

ふくはら

エリア３

エリア２

エリア１

福原

本戸

稲田 来栖

飯合

石井

箱田

片庭

日沢

寺崎 金井

大渕

石寺

飯田

福田

大橋

笠間

手越

赤坂 日草場

大郷戸

箱田大郷戸

池野辺

南吉原
北吉原

上加賀田

上郷
下郷

吉岡

泉 市野谷

福島

押辺

安居

土師

矢野下

八雲

小原

五平

鯉渕

鴻巣

上市原

中市原

下市原

南友部

大田町

友部駅前

平町

平町
橋爪

下加賀田

南小泉

大古山

旭町

随分附

長兎路

長兎路仁古田
入会地

中央

東平

美原

住吉

湯崎

柏井

仁古田

石岡市

桜川市

栃木県
茂木町

城里町

水戸市

茨城町

小美玉市

い
わ
ま

笠間市デマンドタクシー運行エリアマップ

いなだ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま
の
乗
車
料
金
の
見
直
し

ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】
企画政策課

（内線556）

利用対象者区分 新料金
（案） 現行料金

市 

内 

在 

住 

者

基本料金 400円 300円

未就学児 無　料 無　料

小学生 200円

300円障害者手帳をお持ちの方 200円
一人で乗降が困難な方を
介助する方 200円

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は

　

全
国
的
に
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
移
動
手
段
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
で
は
、
路
線
バ
ス
の
廃
止
な
ど
が
進
ん
で
、

既
存
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い
状
態

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
生
ま
れ
た
の
が
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で
す
。

乗
降
場
所
な
ど
、
利
用
者
の
要
望
（
デ
マ
ン
ド
）
に
応
え
て
く
れ
る

乗
合
タ
ク
シ
ー
で
、
予
約
を
す
る
と
指
定
の
場
所
に
迎
え
に
来
て

く
れ
、
目
的
地
ま
で
原
則
と
し
て
、
ド
ア
t
o
ド
ア
で
移
動
で
き

ま
す
。

　

本
市
で
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
お
盆
・
年
末
年
始
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時
15
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
10
台
の
車

両
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

時期 これまでの
取り組み 概　　要

平成20年 運行開始 市内を七つの基本エリアに区分し
運行開始

平成22年 エリア統合
基本エリアを三つに統合し、市街
地共通エリアを設け、共通乗り入
れ区域を設定

平成25年 共通エリア拡大
運行コスト削減

市街地共通エリアの拡大
新運行システムの導入

平成27年 土曜日運行試験
本格運行

平日運行に加え、土曜日の運行を
開始

平成30年
共通エリア拡大
試験運行

（乗り継ぎ回数
の減少）

新たなエリアの設定に向けて試験
運転を実施

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
か
さ
ま

こ
れ
ま
で
の
経
過

　

本
市
で
は
、
平
成
20
年
2
月
に
運
行
が

始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
乗
車
人
員
が
年
々

増
加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
通
院
や
買
い

物
な
ど
、
移
動
手
段
と
し
て
定
着
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
高
齢
者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
交

通
弱
者
が
利
用
し
や
す
い
移
動
手
段
と
し

て
運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
や
土
曜
日
の
運
行

な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
要
望
の
高
か
っ
た
、

乗
り
継
ぎ
の
解
消
に
向
け
て
、
相
互
に
乗

り
入
れ
が
可
能
な
共
通
エ
リ
ア
を
拡
大
す

る
試
験
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に

向
け
、
運
行
か
ら
10
年
間
、
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
の
要
望
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

新
料
金（
案
）

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
と
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
持
続
的
な
運
行

を
両
立
す
る
た
め
、
要
望
が
多
か
っ
た
介

助
す
る
方
、
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
、

小
学
生
の
料
金
を
2
0
0
円
と
し
、
基
本

料
金
を
4
0
0
円
に
見
直
す
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
6
月
を
目
安
に
見
直
し
を
含
め

た
運
行
方
針
を
、
市
公
共
交
通
会
議
で
協

議
・
決
定
し
、
秋
頃
に
は
新
た
な
料
金
体

系
で
運
行
す
る
予
定
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

か
さ
ま
の
運
行
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

年　度 平成30年度見込み 平成31年度見込み 増　加　分
運行経費 7,800万円 8,426万円 626万円（前年度比8％増）
乗車料金 2,040万円 2,160万円 120万円（前年度比5.9％増）

赤い共通エリア（友部・
笠間市街地）には、市
内のどこからでも1回
の乗車で移動できるよ
う、現在も試験運行を
実施しています。

※平成30年度は6か月間、平成31年度は1年間の共通エリア拡大に伴う試験運行経費を含む。
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○対象区域
　（1） 岩間駅、友部駅、笠間駅、笠間稲荷神社のいずれか

を含む地域で、都市計画法第9条に規定する近隣商
業地域および商業地域

　（2） 県道稲田停車場線の稲田駅から神田橋までの沿線お
よび市道（笠）3173号線、市道（笠）3535号線沿線

○対象者
　 　市街地活性化事業を行う個人または法人、市民等で構

成される団体

○事業および補助金
　 　次のいずれかに該当し、事業費総額（補助対象経費）

が50万円以上で、補助金交付決定後、2020年3月25日ま
でに完了見込みの事業。（市から他の補助金を受けてい
る事業は対象外）

・空き店舗等の活用　・観光・商業施設の整備
・まち並み景観整備

「市街地活性化事業」を募集します

【申し込み・問い合わせ】産業経済部 商工課（内線510）

※ 申請前および交付決定前に着工した事業については対
象になりません。

○補助率
　 　補助対象事業費の1/2以内で、補助金の交付額は

3,000万円を限度。

○申請書類の受け付け期限
　 5月31日（金）まで。（土曜・日曜・祝日を除く、平日

の午前8時30分〜午後5時15分まで）
※詳細はお問い合わせください。

稲田駅周辺

～がんばる企業応援連絡会～  会員募集中!!
募集編

再

　本会は、市と企業様とで連携を図り、企業発展に寄与する事業を実施することを目的とした会です。会費等のご負担
は一切ありませんので、ご興味のある企業様はぜひご連絡ください。

事業所見学会 笠間市お仕事図鑑
　就職を考えている高校生に、市
内の事業者様がもっている技術や
魅力を実感してもらう見学会。前回
は2月に実施し、笠間高校・友部高
校・水戸工業高校の生徒23名が市
内事業所を見学しました。

かさま企業セレクション
　実際に働いてみないと分からない、内側から見た企
業の良さを従業員の目線で紹介するPR記事。広報かさ
まに掲載。

　学校や就職世代へPRするために、市内の個性豊かな
企業情報を1冊にまとめたもの。
現在、13事業所を掲載。

ベスパック㈱ 大化工業㈱

イチカワ㈱ ㈱長生テクノ

【問い合わせ】がんばる企業応援連絡会事務局 TEL 0296-77-1101内 企画政策課 （内線591）

日新シャーリング㈱

不二製油㈱

㈱カイノス

平成31年　広報かさま4月号（No.157）31



【サラダ生春巻き】
　生春巻きの皮………………… 2枚
　人参（せん切り）………………40g
　きゅうり（せん切り）…………30g
　味噌…………………………… 5g
　マヨネーズ…………………… 5g
　レタス………………………… 1枚
　きゅうり（ピーラーで引く）… 2枚

【アボカドクリーム生春巻き】
　生春巻きの皮………………… 2枚
　アボカド（うす切り）………1/4個
　クリームチーズ（2等分） ……60g
　スモークサーモン……………80g
　黄パプリカ（うす切り）……1/4個
　レタス………………………… 1枚
　ミニトマト（うす切り）……… 2個

【梅しそチキン生春巻き】
　生春巻きの皮………………… 2枚
　サラダチキン（薄切り）………40g
　大葉…………………………… 4枚
　練り梅…………………… 小さじ2
　山芋（拍子切り）………………40g

【付けタレ】
　　ポン酢………………… 大さじ2
　　ごま油………………… 小さじ1
　　マヨネーズ…………… 大さじ1
　　酢……………………… 小さじ1
　　すりごま（白）………… 小さじ1

◆ 生春巻きはパッケージの戻し方を参考に戻して
おく。

【サラダ生春巻き】
❶  耐熱ボウルにせん切りした人参・味噌・マヨ

ネーズを混ぜ合わせ、ふんわりとラップをか
けて電子レンジ700wで1分30秒加熱する。
粗熱がとれたら胡瓜を加え混ぜ合わせる。

❷  生春巻きの皮にレタスを敷き、その上に①を
乗せて巻き、巻き終わりにきゅうりが見えるよ
うに包み、食べやすい大きさに切る。

【アボカドクリーム生春巻き】
❶  生春巻きの皮にレタスを敷き、アボカド・クリームチーズ・スモークサーモンを乗せて

巻き、巻き終わりにミニトマトが見えるように包み、食べやすい大きさに切る。

◯広報かさまに掲載されているあなたの写真を差し上げます。お問い合わせは秘書課（内線225）まで。
◯市ホームページモバイル版では、行政・災害などのさまざまな情報をお届けしています。
　http://www.city.kasama.lg. jp/mobile

人口と世帯数

毎月19日は「食育の日」
家族と一緒に食卓を囲み、このレシピを試してみませんか？

栄養成分（1人分）
笠間焼うつわプレゼント

撮影に使用した笠間焼の器を抽選で１名様に差し上げます。このコーナーや
広報紙への感想等を添えて、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、秘書課まで、
はがき（持参可）でお申し込みください。
※�当選者には、市役所本所秘書課まで器を受け取りに来ていただきます。

4月号締め切り：4月26日㈮必着

【笠間焼の提供】坪
つぼうち

内 孝
たかのり

典（つくば市）サイズ：約22㎝×22㎝

主食（ごはん、パン、麺） 0
副菜（野菜、きのこ、いも、海藻料理） 1SV
主菜（肉、魚、卵、大豆料理） 2SV
牛乳・乳製品 0
果物 0

詳しくは 食事バランスガイド 検索

食事バランスガイド

簡単な三種の生春巻き材料（2人分） 作　り　方

【梅しそチキン生春巻き】
❶  生春巻きの皮に大葉2枚を並

べ、山芋・練り梅・サラダチ
キンを乗せて包み、食べやす
い大きさに切る。

【付けタレ】
A・Bそれぞれの材料を混ぜわせ、
2種類のタレを作る。
◆ 器に盛り付けた生春巻きに、好
みのタレを少しつけて頂きます。

・エネルギー	 403kcal
・たんぱく質	 18.3g
・脂　　　質	 20.4g
・塩　　　分	 3.5g

●人　口：74,811人（−68人）� 男�36,639人（−22人）
� 女�38,172人（−46人）
●世帯数：28,929世帯（−4世帯） ●2月の出生数：44人�●2月の死亡数：90人《常住人口3.1現在》

（　）内は前月比較

A

B

広報かさまが
スマートフォン
で読めます

笠間市開催競技紹介 ゴルフ（女子・少年男子）

皆さんお誘いの上お越しください。入場無料

募　集　中

【問い合わせ】
いきいき茨城ゆめ国体笠間市実行委員会事務局

TEL 0296-77-1101

ボランティア、協賛企業・団体、
弁当調製業者、売店出店者として

　今年は茨城県で国体が開催されます。笠間市では正式競技の軟式野球、クレー射撃、ゴルフ（女子・少
年男子）、デモンストレーションスポーツの合気道が開催されます。
　今回はそのなかからゴルフ（女子・少年男子）についてご紹介します。
開催日時 9月29日（日）～10月1日（火）
 女子…午前7時～・少年男子…午前8時～
会　場  宍戸ヒルズカントリークラブ

 （笠間市南小泉1340）
アクセス情報
開催中は、無料シャトルバスをご利用ください。

※ 一般観覧者の駐車場は、会場には用意してありません。

当日は売店や無料ドリンク、おもてなしコーナーも
併設され、大会を盛り上げます。

　2015年に開催された紀の国わかやま国体（和歌山県）では、
笠間市出身の 畑岡 奈紗 選手 や 金澤 志奈 選手 が団体優勝、
さらに畑岡選手は個人優勝し、大会を盛り上げました！
　今年は地元で開催する地利を生かして茨城県の選手が優勝
を目指します。女子は中学校3年生以上のアマチュア、少年男
子は中学校3年生・高校生が熱戦を繰り広げます。応援よろし
くお願いします！・岩間支所（笠間市下郷5140）発着

・JR友部駅 発着
午前7時～午後4時、約30分間隔で運行します。

無料シャトルバス
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